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一
　
尊
貴
族
と
神
道
と
の
関
係

尊
貴
族
に
は
、
お
ほ
き
み
と
仮
名
を
振
り
た
い
。
実
は
、
お
ほ
き
み
と
す
る
と
、

少
し
問
題
に
な
る
の
で
、
尊
貴
族
の
文
字
を
用
ゐ
た
。
こ
ゝ
で
は
、
日
本
で
一

番
高
い
位
置
の
方
、
及
び
、
其
御
一
族
即
、
皇
族
全
体
を
、
お
ほ
き
み
と
言
う

た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
で
は
、
そ
の
尊
貴
族
の
生
活
が
、
神
道
の
基
礎
に
な
つ

て
ゐ
る
、
と
い
ふ
事
に
な
る
と
思
ふ
。
私
は
、
民
間
で
神
道
と
称
し
て
ゐ
る
も

の
も
、
実
は
尊
貴
族
の
信
仰
の
、
一
般
に
及
ん
だ
も
の
だ
と
考
へ
る
。

平
安
朝
頃
ま
で
は
、
天
皇
の
御
一
族
の
こ
と
を
王
氏
と
言
ひ
、
其
に
対
し
て
、

皇
族
以
下
の
家
を
、
他
氏
と
言
う
て
ゐ
た
。
奈
良
朝
か
ら
、
王
氏
・
他
氏
の
対

立
が
著
し
く
な
つ
た
。
正
し
い
意
味
に
お
け
る
后
は
、
元
、
他
氏
の
出
で
あ
つ

て
、
其
上
に
、
一
段
尊
い
王
氏
の
皇
后
が
あ
つ
た
こ
と
の
回
顧
が
、
必
要
で
あ

る
。

尊
貴
族
と
、
同
じ
様
な
生
活
を
し
て
ゐ
た
、
国
々
或
は
村
々
に
於
て
も
、
其
と
、

大
同
小
異
の
信
仰
が
、
行
は
れ
て
ゐ
た
。
又
そ
の
間
、
か
な
り
違
つ
た
信
仰
も

あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
其
等
は
、
事
大
主
義
か
ら
、
お
の
づ
か
ら
、
尊
貴
族
の

信
仰
に
従
う
て
来
た
。
中
に
は
、
意
識
し
て
変
へ
た
事
実
も
あ
る
。
其
は
、
近

江
・
飛
鳥
・
藤
原
の
時
代
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
。
か
の
大
化
改
新
の
根
本
精
神

は
、
実
は
宗
教
改
革
で
あ
つ
て
、
地
方
の
信
仰
を
、
尊
貴
族
の
信
仰
に
統
一
し

よ
う
、
と
し
た
所
に
あ
つ
た
。
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
は
、
王
族
中
心

の
時
代
に
な
り
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
が
、
此
頃
に
な
る
と
、
も
う
王
氏
を
脇
に
見
て
、

他
氏
が
、
勢
力
を
得
て
来
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
尊
貴
族
は
、
竟



に
表
面
に
現
れ
な

い
で
、
他
氏
が
力
を
振
ふ
や
う
に
な
つ
た
。

話
を
単
純
に
す
る
為
に
、
例
を
あ
げ
る
と
、
毎
年
正
月
十
五
日
頃
行
は
れ
る
御

歌
会
始
め
は
、
今
で
は
、
神
聖
な
と
い
ふ
よ
り
、
尊
い
文
学
行
事
に
な
つ
て
ゐ

る
が
、
平
安
朝
末
頃
の
記
録
を
見
る
と
、
固
定
し
て
来
て
は
ゐ
る
が
、
ま
だ
神

聖
な
宗
教
的
儀
式
で
あ
つ
た
。
其
習
慣
は
、
平
安
朝
を
溯
つ
て
、
奈
良
朝
よ
り
、

更
に
以
前
か
ら
、
あ
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

こ
の
神
聖
な
宗
教
上
の
儀
式
で
あ
る
御
歌
会
は
、
元
は
、
男
女
が
両
側
に
分
れ

て
、
献
詠
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
天
皇
が
御
製
を
お
示
し
に
な
る
時
は
、
女
房

が
簾
越
し
に
出
す
事
に
な
つ
て
ゐ
た
。
こ
の
形
式
の
一
分
化
と
し
て
、
平
安
朝

か
ら
鎌
倉
時
代
へ
か
け
て
、
屡




行

は
れ
た
歌
合
せ
の
場
合
に
も
、
其
習
慣
か
ら
、

天
皇
・
上
皇
の
御
歌
は
、
女
房
名
を
用
ゐ
て
、
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
宮
廷
の
生
活

を
う
つ
し
た
、
貴
族
の
家
で
行
は
れ
た
歌
合
せ
に
は
、
其
家
の
主
人
が
、
女
房

と
い
ふ
名
を
用
ゐ
た
。
大
鏡
を
見
て
も
訣
る
。
後
鳥
羽
院
は
、
歴
代
の
天
皇
の

中
で
、
最
す
ぐ
れ
た
歌
の
上
手
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
が
、
皆
、
女
房
と
言
ふ
名
で
、

歌
合
せ
を
な
さ
つ
て
ゐ
た
。

今
で
も
、
御
歌
会
の
時
に
は
、
召
人
が
召
さ
れ
る
が
、
昔
は
、
此
召
人
と
言
ふ

も
の
は
、
大
抵
武
官
出
で
あ
つ
た
。
貴
族
の
子
弟
の
な
つ
て
ゐ
る
武
官
で
は
な

く
し
て
、
五
位
以
下
の
、
多
く
は
地
下
の
も
の
で
あ
つ
た
。
即
、
位
の
低
い
武

官
が
召
さ
れ
た
。
平
安
朝
末
か
ら
鎌
倉
へ
か
け
て
、
武
官
出
の
名
高
い
歌
人
の

出
て
ゐ
る
の
は
、
即
、
こ
の
習
慣
の
熟
し
た
も
の
で
あ
る
。
譬
へ
ば
、
源
三
位

頼
政
・
佐
藤
義
清
（
西
行
）
及
び
、
後
鳥
羽
院
の
時
の
藤
原
能
任
等
の
人
々
が
、

其
で
あ
る
。

召
人
と
し
て
召
さ
れ
た
、
武
官
の
相
手
に
な
る
の
は
、
宮
中
の
女
房
で
あ
る
。

其
も
、
時
代
が
下
る
と
、
位
の
低
い
女
房
に
変
つ
て
行
つ
た
が
、
元
は
位
の
高

い
、
采
女
の
中
か
ら
出
た
。
采
女
と
称
せ
ら
れ
る
、
女
房
の
範
囲
は
広
か
つ
た

が
、
平
安
朝
に
な
つ
て
、
此
中
か
ら
、
上
流
の
女
房
と
い
ふ
階
級
が
出
て
、
采

女
の
地
位
は
、
低
い
も
の
に
な
つ
て
了
う
た
。
御
歌
会
に
、
女
房
と
武
官
と
が
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対
立
の
位
置
に
立
ち
、
此
が
発
達
し
て
、
宮
中
の
歌
合
せ
と
な
つ
た
。

宮
中
の
正
式
な
歌
合
せ
は
、
此
一
つ
の
原
因
ば
か
り
か
ら
出
来
た
の
で
は
な
い

が
、
此
形
式
を
取
り
込
ん
で
、
厳
粛
な
も
の
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

采
女
と
地
下
の
武
士
と
が
、
何
故
に
歌
合
せ
に
出
る
や
う
に
な
つ
た
か
。
其
は
、

采
女
は
平
安
朝
に
な
る
と
、
前
述
の
や
う
に
、
低
い
位
の
も
の
と
な
つ
た
が
、

其
前
に
は
、
郡
領
　
　
地
方
の
郡
の
長
官
　
　
の
女
で
あ
つ
た
。
其
が
召
さ
れ

て
京
に
上
り
、
任
期
を
終
へ
て
、
稀
に
は
京
に
ゐ
つ
く
者
も
あ
つ
た
が
、
帰
国

す
る
の
が
例
に
な
つ
て
ゐ
た
。
帰
国
し
た
者
は
、
宮
廷
の
諸
儀
式
を
、
自
分
の

家
に
伝
へ
、
或
は
、
其
家
の
勢
力
範
囲
へ
伝
播
し
た
。

此
采
女
に
対
立
し
て
、
や
は
り
郡
領
の
息
子
が
、
京
に
上
つ
て
ゐ
る
。
此
は
、

近
代
ま
で
続
い
て
ゐ
た
、
大
番
役
の
や
う
な
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
等
、
郡
領

の
一
族
か
ら
出
た
も
の
を
、
総
括
的
に
舎
人
と
言
ふ
。
此
舎
人
も
、
後
に
は
、

任
期
を
勤
め
あ
げ
て
、
京
に
ゐ
つ
く
も
の
も
あ
つ
た
が
、
奈
良
朝
以
前
に
は
、

大
抵
帰
国
し
て
、
宮
廷
の
信
仰
を
宣
伝
し
て
ゐ
る
。

宮
中
に
は
、
神
代
以
来
の
歴
史
を
誇
る
、
武
官
の
家
々
が
あ
つ
た
の
で
、
舎
人

等
が
、
地
方
か
ら
沢
山
上
つ
て
来
る
と
、
人
数
が
あ
り
余
る
。
す
る
と
、
王
氏

は
勿
論
、
位
置
の
高
い
者
に
お
下
げ
に
な
る
。
随
身






が
そ
れ
で
あ
る
。
随
身
は

又
、
仕
へ
て
ゐ
る
王
族
・
貴
族
に
よ
つ
て
、
資
人
又
は
、
帳
内
と
も
言
う
た
。

要
す
る
に
、
本
体
は
、
宮
廷
の
舎
人
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
貴
族
の
家
々
に
ゐ

る
女
房
も
、
同
様
に
宮
廷
か
ら
下
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
い
ふ
仮
定
も
成
り
立
つ

訣
で
、
こ
の
や
う
に
、
宮
廷
の
生
活
が
、
次
第
に
下
へ
移
さ
れ
、
貴
族
の
家
々

で
も
、
宮
廷
と
同
様
な
方
式
が
あ
つ
た
か
ら
、
舎
人
・
采
女
に
よ
つ
て
移
さ
れ

た
、
宮
廷
の
生
活
様
式
を
、
直
ぐ
に
受
け
入
れ
る
事
が
、
出
来
た
の
で
あ
る
。

平
安
朝
末
に
な
る
と
、
武
官
は
ほ
ん
の
召
人
と
し
て
、
軽
く
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、

清
輔
の
「
奥
義
抄
」
の
巻
頭
に
、
此
事
を
ま
じ
め
に
書
い
て
ゐ
る
。
平
安
朝
も

末
期
の
記
録
で
は
、
軽
く
見
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
元
は
、
意
味
深
く
考
へ
ら
れ
て

ゐ
た
。

初
春
朝
賀
の
式
が
行
は
れ
る
時
に
、
天
皇
が
祝
詞
を
下
さ
れ
る
と
、
群
臣
が
其

に
御
答
へ
と
し
て
、
寿
詞





を
奉
る
。
此
は
、
天
皇
の
齢

を
祝
福
す
る
と
同
時
に
、

服
従
の
誓
ひ
を
新
し
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
延
喜
式
祝
詞
で
は
、
祝
詞
・
寿
詞

の
意
義
が
、
混
同
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。

日
本
の
儀
式
は
、
同
じ
事
を
幾
度
も
繰
り
返
す
。
其
は
、
た
ゞ
繰
り
返
す
の
で

は
な
く
、
平
易
化
し
て
複
演
す
る
の
で
あ
る
。
宮
廷
の
元
旦
朝
賀
の
儀
式
に
、

寿
詞
を
奏
上
す
る
と
、
寿
詞
な
る
口
頭
の
散
文
に
対
し
て
、
今
一
段
く
だ
け
た

歌
な
る
も
の
を
、
複
演
奏
上
す
る
。
歌
は
、
寿
詞
か
ら
分
化
し
た
も
の
で
、
寿

詞
の
詞
の
部
分
で
は
な
く
、
独
白
の
文
章
、
自
分
の
衷
情
を
訴
へ
、
理
会
を
求

め
る
部
分
の
集
つ
て
、
分
離
し
て
来
た
の
が
歌
で
あ
る
。
即
、
寿
詞
奏
上
の
後
、

直
会
の
意
味
に
於
て
歌
会
を
す
る
。

今
の
神
道
で
は
、
そ
れ
が
大
分
く
だ
け
て
、
正
式
の
祭
り
の
後
に
、
神
社
で
直



会


と
い
ふ
も
の
を
す
る
。
其
が
、
今
は
殆
、
宴
会
と
く
つ
つ
い
て
ゐ
る
が
、
昔

は
神
ま
つ
り
（
正
式
儀
式
）
・
直
会
・
肆

宴








と
三
通
り
の
式
が
、
三
段
に
分

れ
て
ゐ
た
。
こ
の
三
通
り
の
式
を
、
次
第
に
く
だ
い
て
行
ひ
、
直
会
で
は
歌
、

肆
宴
で
は
舞
ひ
や
身
ぶ
り
が
、
主
に
な
つ
て
ゐ
る
。

朝
賀
の
式
が
終
つ
た
後
に
、
直
会
を
す
る
。
こ
の
直
会
に
当
る
も
の
が
、
御
歌

会
で
あ
つ
た
。
宮
廷
で
は
、
早
く
其
を
大
直
日







の
祭
り
と
言
う
て
ゐ
た
。
大
直

日
・
神
直
日







は
、
祝
詞
の
神
で
あ
る
。
神
授
と
信
じ
て
ゐ
る
伝
来
の
祝
詞
に
も
、

読
ん
で
ゐ
る
中
に
、
誤
り
が
出
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
誤
り
が
あ
る
と
、
神

か
ら
、
禍
ひ
が
下
さ
れ
る
。

禍
ひ
を
下
す
神
を
、
大
禍
津
日
神











・
八
十
禍
津
日
神











と
い
ひ
、
神
官
は
嫌
う
て

ゐ
る
が
、
実
は
大
切
な
神
な
の
で
あ
る
。
神
道
で
は
、
此
神
に
対
す
る
理
解
が
、
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変
つ
て
来
て
ゐ
る
が
、
神
伝
来
の
祝
詞
、
其
に
答
へ
る
寿
詞
の
誤
り
を
、
指
摘

す
る
神
で
あ
る
。
今
で
は
ど
う
か
す
る
と
、
祝
詞
は
儀
式
の
上
で
、
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、
単
に
読
む
も
の
だ
と
考
へ
ら
れ
さ
う
で
あ
る
が
、
昔

は
、
神
の
言
葉
と
信
じ
、
寿
詞
で
は
、
自
分
等
の
思
ふ
所
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

人
間
に
伝
は
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
間
違
ひ
が
あ
る
。
神
に
間
違
う
た
こ
と
を

言
ふ
と
、
罪
せ
ら
れ
る
。
誤
り
が
あ
つ
た
場
合
に
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
す
る
の

が
、
大
禍
津
日
神
で
あ
る
。
其
を
、
対
句
式
に
表
現
し
た
結
果
、
そ
の
性
格
に

分
裂
を
起
し
て
、
八
十
禍
津
日
神
と
言
う
た
。
其
を
後
に
は
、
悪
魔
の
や
う
に

考
へ
た
。
誤
り
の
無
い
や
う
に
、
直
し
て
貰
は
ね
ば
な
ら
な
い
其
神
が
、
大
直

日
神
・
神
直
日
神
で
あ
つ
て
、
神
道
で
は
、
別
々
の
神
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
る

が
、
此
は
調
子
を
と
る
為
の
、
対
句
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
禍
津

日
神
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
直
日
・
神
直
日
二
神
を
ま
つ
る
と
、
唱
へ
ご
と
に
誤
り
が
あ
つ
た

場
合
に
、
其
を
訂
正
し
て
く
れ
た
。

平
安
朝
の
宮
廷
で
は
、
朝
賀
の
式
が
済
む
と
、
大
直
日
の
祭
り
に
相
当
す
る
事

が
行
は
れ
た
。
此
を
分
け
て
、
大
直
日
の
祭
り
と
、
御
歌
会
と
の
二
と
す
る
。

大
直
日
の
祭
り
は
、
朝
賀
の
式
に
接
し
て
行
は
れ
た
が
、
神
を
祭
る
だ
け
で
は

な
く
、
其
時
奉
る
言
葉
に
、
誤
り
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
訂
正
の
意
味

で
、
こ
れ
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
大
直
日
の
祭
り
の
時
に
、
歌
を
歌
ふ
。

古
今
集
巻
二
十
の
巻
頭
に
、
大
直
日
の
歌
が
あ
る
。
此
が
、
正
月
に
あ
る
の
は

を
か
し
い
と
言
ふ
が
、
大
直
日
だ
か
ら
、
正
月
に
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
あ
た
ら
し
き
年
の
は
じ
め
に
か
く
し
こ
そ
　
ち
と
せ
を
か
ね
て
　
た
の
し

　
　
き
を
へ
め
（
つ
め
と
あ
る
の
は
、
疑
ひ
も
な
く
へ
め
の
誤
り
）

此
は
、
奈
良
朝
の
歌
（
続
日
本
紀
）
の
形
を
、
少
し
変
へ
て
伝
へ
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
其
で
見
る
と
、
大
直
日
の
祭
り
が
、
朝
賀
の
式
に
接
し
て
行
は
れ
て
ゐ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
御
歌
会
と
、
大
直
日
の
祭
り
と
は
、
同
じ
も
の
で
あ

つ
た
の
が
、
分
裂
し
て
、
別
の
も
の
ゝ
や
う
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

御
歌
会
の
時
に
は
、
男
女
が
両
方
に
分
れ
る
。
其
時
の
主
体
は
、
采
女
と
舎
人

と
で
あ
つ
た
。
此
時
の
歌
は
、
新
作
で
は
な
く
し
て
、
自
分
の
地
方
々
々
の
歌

を
出
し
て
、
神
に
献
じ
た
。
こ
の
歌
を
国
風






と
言
ふ
。
新
し
く
、
宮
廷
に
服
従

を
誓
ふ
意
味
の
も
の
で
、
毎
年
初
春
に
、
服
従
を
新
し
く
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
其
前
か
ら
、
世
間
で
は
、
歌
合
せ
の
元
の
形
と
見
る
べ
き
も
の
が
、

行
は
れ
て
ゐ
た
。
歌
垣
・
歌
論
義
な
ど
言
ふ
も
の
が
、
其
で
あ
る
。
其
方
式
を
、

次
第
に
取
り
込
ん
で
、
御
歌
会
に
、
歌
を
闘
は
せ
る
事
に
な
つ
て
、
歌
合
せ
が

出
来
て
来
た
。

国
々
に
は
、
国
々
を
自
由
に
す
る
魂
が
あ
つ
た
。
国
々
の
実
権
を
握
る
不
思
議

な
魂
即
、
威
霊





が
あ
り
、
其
が
つ
く
と
、
其
土
地
の
実
権
を
握
る
力
を
得
る
。

地
方
々
々
に
伝
承
す
る
歌
に
は
、
其
魂
が
這
入
つ
て
ゐ
て
、
其
を
歌
ひ
か
け
ら

れ
る
と
、
其
人
に
新
な
威
力
が
生
ず
る
。
采
女
・
舎
人
が
国
風
の
歌
を
奉
る
と
、

天
皇
に
威
霊
が
著
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
歌
を
献
じ
た
地
方
は
、
天
皇
に

服
従
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
さ
ゞ
な
み
の
国
つ
御
神
の
う
ら
さ
び
て
　
荒
れ
た
る
み
や
こ
　
見
れ
ば
か

　
　
な
し
も
（
万
葉
巻
一
）

近
江
国
の
御
神
の
心
が
荒
ん
で
、
近
江
宮
廷
が
、
こ
ん
な
に
荒
れ
た
の
だ
ら
う
、

と
説
い
て
ゐ
る
　
　
山
田
孝
雄
氏
に
、
別
解
が
あ
る
　
　
が
、
此
は
、
魂
の
考

へ
方
か
ら
す
る
と
、
人
間
の
魂
の
游
離
す
る
事
が
、
う
ら
さ
ぶ
で
あ
る
。
魂
が

游
離
す
る
と
、
心
が
空
虚
に
な
る
故
、
寂
し
い
と
い
ふ
事
に
な
る
。
平
安
朝
に

な
る
と
、
さ
び
〳
〵
し
即
、
さ
う
／
″
＼
し
と
使
う
て
ゐ
た
。
心
が
空
虚
で
、

物
足
ら
な
い
、
魂
の
游
離
し
た
様
子
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
天
皇
に
著
か
ね
ば

な
ら
な
い
近
江
の
国
の
魂
が
、
弘
文
天
皇
か
ら
游
離
し
て
、
天
武
天
皇
に
移
つ
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て
了
う
た
か
ら
、
弘
文
天
皇
は
、
国
を
天
武
天
皇
に
、
御
委
せ
に
な
ら
ね
ば
な

ら
な
く
な
つ
た
こ
と
を
、
歌
う
た
も
の
で
あ
る
。

国
々
の
郡
領
、
又
は
其
子
ど
も
が
、
自
分
の
家
に
伝
つ
て
ゐ
る
歌
を
唱
へ
る
と
、

唱
へ
か
け
ら
れ
た
天
皇
に
、
其
力
が
移
る
。
天
皇
は
、
国
中
の
あ
ら
ゆ
る
魂
を

持
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
日
本
の
国
を
領
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
此
事
が
訣

ら
な
け
れ
ば
、
神
道
の
根
本
に
触
れ
る
事
は
出
来
な
い
。
日
本
の
国
は
、
武
力

で
征
服
し
た
と
か
、
聖
徳
で
治
め
た
と
か
言
ふ
が
、
宗
教
的
に
言
ふ
と
、
国
々

の
魂
を
献
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

魂
を
聖
躬
に
著
け
る
の
は
、
本
来
な
ら
ば
、
一
度
で
よ
い
筈
で
あ
る
。
其
を
い

つ
し
か
、
毎
年
繰
り
返
し
て
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
考
へ
て
来
た
。
其
役
を
果

す
為
に
、
郡
領
の
息
子
・
娘
で
あ
る
舎
人
・
采
女
は
、
宮
廷
に
来
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
舎
人
・
采
女
は
、
宮
廷
の
現
神
　
　
天
皇
は
、
神
の
御

言

詔

伝

達

で
あ

り
、
又
時
に
は
、
神
に
お
な
り
に
な
る
　
　
に
仕
へ
、
任
終
へ
て
、
地
方
に
帰

る
に
及
ん
で
、
宮
廷
の
信
仰
は
、
地
方
に
拡
つ
た
の
で
あ
る
。

此
信
仰
の
行
は
れ
た
時
代
は
、
長
く
続
い
た
が
、
武
家
が
勢
力
を
持
つ
に
至
つ

て
、
武
力
で
国
を
征
服
す
る
、
と
い
ふ
考
へ
方
が
萌



し
、
や
が
て
其
が
、
ず
つ

と
溯
つ
た
時
代
ま
で
も
さ
う
で
あ
つ
た
、
と
考
へ
さ
せ
る
に
至
つ
た
。
采
女
達

は
、
各
国
に
帰
れ
ば
、
国
神
最
高
の
巫
女
に
な
り
、
舎
人
は
、
郡
領
又
は
其
一

族
と
し
て
、
勢
力
が
あ
つ
た
。
此
人
た
ち
が
、
都
の
信
仰
を
、
習
慣
的
に
身
体

に
持
つ
と
い
ふ
事
は
、
自
ら
日
本
宮
廷
の
信
仰
を
、
地
方
に
伝
播
す
る
こ
と
ゝ

な
つ
た
。
古
代
に
あ
つ
て
は
、
信
仰
と
政
治
上
の
権
力
と
は
、
一
つ
で
あ
つ
た
。

宗
教
の
力
の
あ
る
所
、
必
政
治
上
の
勢
力
も
伴
う
て
ゐ
た
。
即
、
こ
の
舎
人
・

采
女
達
が
、
宮
廷
の
信
仰
を
、
地
方
に
持
ち
帰
つ
た
と
言
ふ
こ
と
は
、
日
本
宮

廷
の
力
が
、
地
方
に
及
ぶ
、
唯
一
つ
の
道
で
あ
つ
た
。

大
化
改
新
は
、
今
ま
で
国
々
を
治
め
て
ゐ
た
国



造



か

ら
、
宗
教
上
の
力
を
奪
つ

て
、
政
治
上
の
勢
力
を
も
、
自
ら
失
は
せ
た
。
改
新
以
後
は
、
従
来
国
造
と
呼

ん
で
ゐ
た
も
の
を
、
郡
領
と
称
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
郡
領
は
、
単
な
る
官
吏

と
し
て
、
宮
廷
の
代
理
者
と
し
て
の
、
政
治
上
の
力
を
有
す
る
に
止
つ
て
、
宗

教
上
の
力
は
な
く
な
つ
た
。
国
造
か
ら
、
宗
教
上
の
力
を
奪
は
な
く
て
は
、
尊

貴
族
の
発
展
は
、
期
し
難
か
つ
た
。

郡
領
の
女
は
、
地
方
の
神
の
女
で
あ
り
、
子
で
あ
る
。
舎
人
は
、
第
二
の
郡
領

で
あ
る
か
ら
、
其
生
活
を
変
へ
て
、
宮
廷
式
に
す
れ
ば
、
宮
廷
の
信
仰
が
、
地

方
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
は
、
自
然
に
、
無
意
識
の
間
に
行
は
れ
て

ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
、
意
識
的
に
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
て
、
平
安
朝
ま

で
続
い
た
。

宮
廷
で
、
春
、
御
歌
会
を
行
ひ
、
郡
領
の
子
女
が
、
其
国
々
の
歌
を
出
し
た
の

は
、
国
々
の
魂
を
奉
る
意
味
で
あ
つ
て
、
此
が
後
に
、
歌
合
せ
に
変
化
し
た
。

さ
う
考
へ
る
と
、
元
旦
の
朝
賀
の
式
の
く
だ
け
た
の
が
、
御
歌
会
で
あ
る
。
こ

の
歌
会
以
外
、
い
ろ
ん
な
場
合
に
、
舎
人
・
采
女
が
天
皇
即
、
神
な
る
天
皇
に
、

常
侍
し
て
居
て
、
地
方
に
帰
つ
て
後
、
宗
教
的
の
生
活
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

宮
廷
の
風
が
伝
つ
て
、
宗
教
的
の
統
一
が
行
は
れ
た
。
其
は
と
り
も
直
さ
ず
、

政
治
上
の
統
一
で
も
あ
つ
た
。
日
本
の
政
教
一
致
と
い
ふ
の
は
、
世
間
で
解
し

て
ゐ
る
の
と
異
つ
て
、
今
述
べ
た
意
味
に
於
い
て
の
、
政
教
一
致
で
あ
つ
た
。

舎
人
が
地
方
に
帰
る
時
に
は
、
此
者
が
中
心
と
な
つ
て
、
其
仕
へ
て
ゐ
た
天
皇

の
輩
下
の
、
舎
人
部
を
拵
へ
た
。
此
が
…
…
天
皇
の
大
舎
人
部
　
　
詳
し
く
は
、

日
奉
…
…
大
舎
人
部
　
　
と
い
ふ
も
の
で
あ
つ
た
。
日
奉
　
　
ほ
ん
と
う
は
、

日
を
祀
る
の
義
で
あ
る
　
　
部
と
い
ふ
も
の
が
、
代
々
の
天
皇
の
仰
せ
を
蒙
つ

て
、
諸
国
に
散
遣
し
て
ゐ
た
。
其
が
奈
良
朝
に
な
つ
て
は
、
部
曲
の
名
の
み
が

残
つ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
我
々
の
計
り
知
れ
な
い
昔
か
ら
、
日
奉
部
が
、

舎
人
部
か
ら
出
て
、
天
皇
に
仕
へ
、
地
方
に
帰
つ
て
、
宮
廷
か
ら
伝
つ
た
神
秘
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な
力
、
天
体
の
運
行
を
計
る
信
仰
を
以
て
、
地
方
を
治
め
て
行
つ
た
。
す
る
と

其
国
が
、
天
皇
の
国
に
な
る
。
即
、
地
方
か
ら
出
て
、
宮
廷
に
仕
へ
た
男
女
が
、

宮
廷
の
宗
教
を
持
つ
て
帰
る
為
に
、
信
仰
の
非
常
に
違
う
た
地
方
も
、
宮
廷
の

信
仰
と
同
様
に
な
り
、
宮
廷
の
勢
力
が
及
ん
で
、
宮
廷
の
領
地
と
考
へ
ら
れ
る

や
う
に
な
つ
た
。

ま
た
、
宮
廷
に
似
た
生
活
様
式
を
持
つ
た
も
の
は
、
次
第
に
、
都
の
近
く
に
集

つ
て
来
た
。
普
通
こ
れ
を
、
大
臣






と
言
う
て
ゐ
る
。
以
前
は
お
み
を
、
大
身
と

説
い
て
ゐ
た
。
即
、
大
臣
は
国
を
持
ち
、
天
皇
に
は
、
半
服
従
し
て
ゐ
る
、
と

い
ふ
位
の
国
の
主
で
、
天
皇
の
国
に
対
し
て
、
対
照
の
位
置
に
立
つ
大
忌
で
あ

る
。
宮
廷
の
神
道
で
は
、
大
忌





・
小

忌

（
能
楽
に
、
小
忌
衣
と
て
用
ゐ
る
）
の

二
通
り
あ
つ
て
、
を
み
は
直
接
神
に
あ
た
つ
て
、
厳
重
な
物
忌
み
を
す
る
人
で

あ
つ
た
。
後
に
は
、
此
人
達
の
身
分
は
、
次
第
に
低
く
な
つ
た
が
、
元
は
、
そ

の
高
い
人
ほ
ど
、
厳
重
な
物
忌
み
を
し
た
の
で
あ
つ
た
。
今
で
も
、
大
嘗
祭
に

当
つ
て
は
、
天
皇
が
一
番
、
お
苦
し
み
に
な
る
の
で
あ
る
。
三
度
も
、
風
呂
を

お
召
し
に
な
る
。
其
時
小
忌
が
、
天
皇
の
御
介
錯
を
申
し
上
げ
る
。
小
忌
は
、

宮
廷
で
一
番
、
高
い
位
置
に
あ
る
人
で
、
今
な
ら
ば
、
総
理
大
臣
と
も
言
ふ
べ

き
人
で
あ
る
。

廻
立
殿









の
湯
は
、
絶
対
の
神
秘
で
訣
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
、
女
が
其
役
を

す
る
。
此
時
に
、
神
秘
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
宮
殿
の
は
、
平
安
朝
ま
で
行

は
れ
て
ゐ
て
、
此
方
は
、
或
点
訣
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
昔
は
、
宮
廷
で
は
、
天

皇
が
一
番
、
苦
し
ん
で
ゐ
ら
れ
た
。
一
年
を
通
じ
て
、
殆
絶
え
る
こ
と
な
し
に

続
く
祭
り
を
、
御
親
祭
に
な
る
お
苦
し
み
は
、
非
常
な
も
の
で
あ
つ
た
。
天
皇

に
次
い
で
は
、
小
忌
　
　
上
達
部







が
さ
う
で
あ
つ
た
。

上
達
部
と
は
通
称
で
あ
つ
て
、
官
名
で
は
な
い
。
極
自
由
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た

為
に
、
平
安
朝
に
な
つ
て
、
女
の
文
章
が
、
通
用
語
を
記
す
や
う
に
な
つ
て
か

ら
、
記
録
せ
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
平
安
朝
の
記
録
に
、
は
じ
め
て
現
れ
た
と
言

ふ
理
由
で
、
此
語
が
、
奈
良
朝
に
は
行
は
れ
な
か
つ
た
と
す
る
の
は
、
早
計
で

あ
つ
て
、
奈
良
朝
時
代
既
に
、
行
は
れ
て
ゐ
た
語
で
あ
る
。
当
時
は
、
記
録
の

必
要
を
見
な
か
つ
た
か
ら
、
記
さ
れ
な
か
つ
た
ま
で
ゞ
あ
る
。

上
達
部
と
は
、
上
達
の
団
体
の
こ
と
で
あ
る
。
上
達
は
神
館






で
、
物
忌
み
を
す

る
人
の
籠
る
所
で
あ
る
。
伊
勢
皇
太
神
宮
に
も
あ
つ
た
。
祭
り
に
、
神
の
召
し

上
る
も
の
を
作
る
と
こ
ろ
、
即
、
※




で

、
其
処
に
ゐ
る
人
と
言
ふ
意
味
で
あ
る
。

平
安
朝
で
は
、
五
位
以
上
の
人
を
殿
上
人
と
い
ふ
の
に
対
し
て
、
三
位
以
上
の

公
卿
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
こ
ゝ
に
到
つ
て
、
宗
教
上
神
館
に
集
つ
て
、
物
忌
み

を
す
る
人
と
い
ふ
意
味
は
、
忘
れ
ら
れ
て
了
う
た
。
そ
し
て
汎
称
で
あ
つ
た
の

が
、
次
第
に
狭
く
な
つ
て
、
あ
る
団
体
だ
け
を
言
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。

其
で
貴
族
達
　
　
所
謂
上
達
部
　
　
の
生
活
を
見
て
も
、
大
和
に
近
い
と
こ
ろ

に
、
国
を
な
し
て
ゐ
た
人
達
の
跡
で
、
宮
廷
の
生
活
信
仰
に
触
れ
る
こ
と
が
多

か
つ
た
。
従
つ
て
、
宮
廷
の
信
仰
・
生
活
が
、
貴
族
を
風
化
し
て
行
つ
た
。
そ

れ
が
次
第
に
、
地
方
に
拡
つ
て
行
き
、
更
に
民
間
に
伝
播
し
た
。
我
々
が
民
間

の
も
の
と
思
う
て
ゐ
る
も
の
に
も
、
宮
廷
の
信
仰
・
生
活
の
変
化
し
た
も
の
が

多
い
。

　
　
　
　
　
二
　
威
霊

天
皇
に
は
、
日
本
の
国
を
治
め
る
の
に
、
根
本
的
の
力
の
泉
が
あ
る
。
此
考
へ

が
無
け
れ
ば
、
皇
室
の
尊
厳
は
訣
ら
な
い
。
其
は
威
霊
　
　
我
々
は
、
外
来
魂

と
言
う
て
ゐ
る
が
、
其
を
威
霊
と
代
へ
て
見
た
。
ま
な
あ
の
訳
語
　
　
で
あ
る
。

天
皇
は
、
大
和
の
国
の
君
主
で
あ
る
か
ら
、
大
和
の
国
の
魂
の
著
い
た
方
が
、

天
皇
と
な
つ
た
（
三
種
の
神
器
に
は
、
別
に
、
意
味
が
あ
る
）
。
大
和
の
魂
は
、
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物
部
氏
の
も
の
で
、
魂
を
扱
ふ
方
法
を
、
物
部
の
石
上
の
鎮
魂
術
と
い
ふ
。
此

一
部
分
が
、
神
道
の
教
派
の
中
に
伝
つ
て
ゐ
る
。
此
以
外
に
、
天
皇
に
な
る
魂

即
、
天
皇
霊
（
敏
達
紀
外
一
个
処
）
が
あ
る
。

　
　
若



違
盟
者
天
地
諸









神
及
天
皇
霊
絶
滅
臣
種
矣
（
敏
達
天
皇
十
年
閏
二
月
）

此
を
平
く
言
ふ
と
、
稜
威





で
あ
る
。
神
聖
な
修
飾
語
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
る
が
、

実
は
天
皇
霊
で
、
大
嘗
祭
に
、
聖
躬
に
著
く
の
で
あ
る
。

悠
紀
殿
・
主
基
殿
と
分
れ
て
建
つ
の
は
古
い
事
で
、
天
武
紀
に
も
見
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
前
述
の
や
う
に
、
此
は
、
初
め
は
一
つ
の
御
殿
だ
つ
た
に
違
ひ
な

い
。
其
中
、
一
番
問
題
に
な
る
の
は
、
御
殿
の
中
に
、
御
衾
を
設
け
て
あ
る
こ

と
で
、
神
道
家
の
中
に
は
、
天
照
大
神
の
御
死
骸
が
其
中
に
あ
る
の
だ
、
と
言

う
て
ゐ
る
人
も
あ
る
が
、
何
の
根
拠
も
な
い
、
不
謹
慎
な
話
で
あ
る
。
天
孫
降

臨
の
時
、
真
床
襲
衾









を
被
つ
て
来
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
大
嘗
宮
の
衾
も
、
此
形

式
を
執
る
為
の
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
今
で
も
、
伊
勢
大
神
宮
に
残
つ
て
ゐ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
伊
勢
の
太
神
楽
に
、
天
蓋
の
あ
る
の
は
、
此
意
味
で
あ
る
。

尊
い
神
聖
な
魂
が
、
天
皇
に
完
全
に
著
く
ま
で
は
、
日
光
に
も
、
外
気
に
も
触

れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
外
気
に
触
れ
る
と
、
神
聖
味
を
失
ふ
と
考
へ
て
ゐ
た
。

故
に
真
床
襲
衾
で
、
御
身
を
御
包
み
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
籠
つ
て
ゐ
ら
れ
る

間
に
、
復
活
せ
ら
れ
た
。

伊
勢
に
あ
る
の
は
、
太
神
楽
の
も
つ
と
以
前
、
恐
ら
く
三
百
年
も
前
に
あ
つ
た

も
の
で
、
近
世
ま
で
、
古
い
形
の
ま
ゝ
、
諸
国
を
廻
つ
て
ゐ
る
神
楽
の
天
蓋
の

中
に
、
真
床
襲
衾
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
た
。

五
年
目
毎
に
、
太
神
楽
が
廻
つ
て
来
て
、
天
蓋
で
、
村
の
青
年
を
包
ん
で
、
外

気
に
触
れ
さ
せ
ず
、
食
物
も
喰
べ
さ
せ
な
い
で
、
願
立
て
を
し
て
、
踊
り
ま
は

る
。
さ
う
し
て
ゐ
る
間
に
、
其
青
年
は
、
村
の
若
い
衆
と
な
る
。
此
は
、
村
の

中
心
勢
力
と
し
て
、
神
事
に
与
る
資
格
を
得
る
の
で
あ
る
。
実
は
祭
り
の
時
に
、

神
に
な
る
資
格
を
持
つ
も
の
が
、
若
い
衆
で
あ
る
。
今
の
太
神
楽
以
前
に
、
諸

国
を
歩
い
た
神
楽
は
、
真
床
襲
衾
と
い
ふ
、
白
い
天
蓋
を
持
つ
て
廻
つ
た
。
伊

勢
の
御

師

達
に
も
、
そ
ん
な
神
楽
を
も
つ
て
廻
つ
た
時
代
が
あ
つ
た
。
其
図
が

現
存
し
て
ゐ
る
が
、
非
常
に
変
つ
た
も
の
で
あ
る
。

真
床
襲
衾
に
包
ま
れ
て
復
活
せ
ら
れ
た
事
は
、
天
皇
の
御
系
統
に
だ
け
、
其
記

録
が
あ
る
。
其
中
で
物
も
お
上
り
に
な
ら
ず
に
、
物
忌
み
を
な
さ
れ
た
。
そ
の

習
慣
が
な
く
な
つ
て
後
、
逆
に
に
ゝ
ぎ
の
命
が
、
真
床
襲
衾
に
包
ま
つ
て
、
此

国
に
降
り
、
此
地
で
復
活
な
さ
れ
た
の
だ
と
考
へ
て
来
た
。
我
々
は
、
宮
廷
で
、

真
床
襲
衾
を
度
々
お
使
ひ
に
な
る
の
で
、
天
上
か
ら
持
つ
て
降
ら
れ
た
も
の
と

思
ふ
が
、
其
は
、
逆
に
考
へ
直
す
方
が
、
正
し
い
の
で
あ
る
。

古
代
に
は
、
死
の
明
確
な
意
識
の
な
い
時
代
が
あ
つ
た
。
平
安
朝
に
な
つ
て
も
、

生
き
て
ゐ
る
の
か
、
死
ん
で
ゐ
る
の
か
、
は
つ
き
り
訣
ら
な
か
つ
た
。
万
葉
集

に
あ
る
殯





宮


又
は
、
も
が
り
の
み
や
に
、
天
皇
・
皇
族
を
納
め
ら
れ
た
こ
と
が

知
れ
る
。
殯
宮
奉
安
の
期
間
を
、
一
年
と
見
た
の
は
、
支
那
の
喪
の
制
度
と
、

合
致
し
て
考
へ
る
様
に
な
つ
て
か
ら
の
事
で
、
以
前
は
、
長
い
間
、
生
死
が
訣

ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
死
な
ぬ
も
の
な
ら
ば
生
き
か
へ
り
、
死
ん
だ
の
な
ら

ば
、
他
の
身
体
に
、
魂
が
宿
る
と
考
へ
て
、
も
と
天
皇
霊
の
著
い
て
ゐ
た
聖
躬

と
、
新
し
く
魂
が
著
く
為
の
身
体
と
、
一
つ
衾
で
覆
う
て
お
い
て
、
盛
ん
に
鎮

魂
術
を
す
る
。
今
で
も
、
風
俗
歌
を
す
る
の
は
、
聖
上
が
、
悠
紀
殿
・
主
基
殿

に
、
お
出
ま
し
に
な
つ
て
ゐ
ら
れ
る
間
、
と
拝
察
す
る
。

中
休
み
を
な
さ
つ
た
聖
躬
が
、
復
活
な
さ
ら
な
け
れ
ば
、
御
一
処
に
お
入
れ
申

し
た
、
新
し
く
著
く
御
身
体
に
、
魂
が
移
る
と
信
じ
た
。
死
と
生
と
、
瞭
ら
か

で
な
か
つ
た
か
ら
、
御
身
体
を
二
つ
御
一
処
に
置
け
た
の
で
あ
る
。
生
と
死
と

の
考
へ
が
、
両
方
か
ら
、
次
第
に
は
つ
き
り
し
て
来
る
と
、
信
仰
的
に
は
、
復

活
す
る
が
、
事
実
は
死
ん
だ
と
認
識
す
る
や
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
生
き
て
ゐ
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た
者
が
出
て
来
て
も
、
一
度
死
ん
だ
者
が
、
復
活
し
た
の
と
、
同
じ
形
に
考
へ

た
。
出
雲
の
国
造
家
の
信
仰
で
も
、
国
造
の
死
ん
だ
時
に
は
猪
の
形
を
し
た
石

に
結
び
つ
け
て
、
水
葬
し
た
が
、
死
ん
だ
も
の
と
は
、
少
し
も
考
へ
な
か
つ
た
。

其
間
に
、
新
国
造
が
出
来
た
が
、
宮
廷
に
於
け
る
古
い
形
と
等
し
く
、
同
じ
衾

か
ら
出
て
来
る
の
で
、
も
と
の
人
即
、
死
者
と
同
じ
人
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。

従
つ
て
、
忌
服
即
喪
に
籠
る
、
と
い
ふ
事
は
な
い
の
で
あ
る
。

も
と
い
ふ
語
は
、
腰
巻
き
又
は
、
平
安
朝
の
女
房
た
ち
の
用
ゐ
た
裳
と
思
は
れ

て
ゐ
る
が
、
ほ
ん
と
う
は
紐
の
な
い
、
風
呂
敷
の
様
な
、
大
き
な
布
で
、
真
床

襲
衾
と
称
し
た
処
の
も
の
で
あ
る
。
も
に
籠
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
衾
に
這
入
る

事
で
、
此
間
の
も
の
い
み
は
、
非
常
に
広
く
、
且
厳
重
に
行
は
れ
た
も
の
で
、

も
の
お
も
ひ
と
言
う
て
ゐ
る
。
後
に
は
、
誤
つ
た
聯
想
か
ら
、
服
喪
の
意
味
に

考
へ
て
来
た
。

元
々
一
つ
の
御
殿
を
、
悠
紀
殿
・
主
基
殿
に
分
け
た
の
は
、
生
死
を
分
け
て
考

へ
る
様
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
二
殿
に
、
衾
が
別
々
に
置
い
て
あ
つ
て
も
、

其
処
で
古
い
方
の
魂
が
、
新
し
い
方
に
移
る
と
考
へ
た
。
万
葉
の
人
麻
呂
の
歌

を
見
て
も
、
天
武
天
皇
が
、
飛
鳥
の
真
神
个
原
の
御
陵
に
移
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

岩
戸
を
開
い
て
、
天
に
昇
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
此
は
、
信
仰
が
変
つ
て
ゐ
る
。

昇
天
す
る
の
で
は
な
く
、
其
魂
が
、
授
受
の
形
式
で
移
る
の
で
、
信
仰
的
に
は
、

復
活
し
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

日
本
民
族
の
、
此
国
土
に
於
け
る
生
活
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
一
部
学
者
の
言
ふ
や
う
に
、
千
年
や
そ
こ
ら
の
事
で
は
な
く
、
か
な
り

久
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
其
長
い
歴
史
の
間
、
天
皇
の
魂
の
授
受
せ
ら
れ
て

行
く
中
に
、
次
第
に
天
皇
の
死
を
考
へ
て
来
た
。
も
と
は
復
活
な
さ
る
と
の
み

考
へ
、
天
皇
霊
　
　
稜
威
が
著
い
た
と
信
じ
て
ゐ
た
。

天
皇
が
、
大
和
に
移
ら
れ
て
か
ら
は
、
大
和
を
治
め
る
為
に
は
、
大
和
の
魂
を

持
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
其
大
和
の
魂
を
持
つ
て
ゐ
た
の
は
、
物
部
氏
だ
と

考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
最
初
は
、
に
ぎ
は
や
ひ
の
命
で
あ
つ
た
。
神
武
天
皇
の
大

和
入
り
よ
り
前
に
、
既
に
降
つ
て
ゐ
て
、
天
孫
は
御
一
人
で
あ
る
筈
な
の
に
、

神
武
天
皇
の
大
和
入
り
の
時
に
、
ひ
よ
つ
く
り
出
て
来
て
、
弓
矢
を
証
拠
に
、

天
か
ら
降
つ
た
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

此
話
を
正
し
く
解
釈
出
来
な
い
で
、
政
治
的
の
意
味
が
あ
る
や
う
に
解
い
て
ゐ

る
が
、
実
は
に
ぎ
は
や
ひ
の
命
は
、
大
和
の
魂
で
、
神
に
ま
で
昇
つ
て
来
た
の

で
あ
る
。
こ
の
命
を
擁
立
し
て
ゐ
た
の
が
な
が
す
ね
ひ
こ
で
あ
つ
た
。
に
ぎ
は

や
ひ
の
命
が
離
れ
る
と
、
長
髄
彦
は
、
直
ぐ
に
亡
び
て
了
う
た
。
大
和
の
国
の

君
主
の
も
つ
べ
き
魂
を
、
失
う
た
か
ら
で
あ
る
。
其
魂
を
祀
る
の
が
、
物
部
氏

で
あ
つ
た
。

此
処
で
、
日
本
神
道
の
組
織
が
変
つ
て
来
て
、
神
と
神
主
と
の
間
に
、
血
族
関

係
を
認
め
る
様
に
な
つ
た
事
を
述
べ
よ
う
。

出
雲
の
国
造
家
で
は
、
も
と
、
神
と
神
主
と
の
間
に
、
血
族
関
係
を
認
め
な
か

つ
た
。
お
ほ
く
に
ぬ
し
の
命
の
帰
順
後
、
天
日
隅
宮
に
隠
れ
て
、
あ
め
の
ほ
ひ

の
命
を
し
て
、
祭
り
の
事
を
代
り
司
ら
し
め
た
。
後
、
お
ほ
く
に
ぬ
し
の
命
を

祭
る
こ
と
に
な
つ
て
、
神
を
祭
る
神
主
は
、
神
の
子
で
あ
る
と
言
ふ
や
う
に
、

信
仰
が
変
化
し
て
、
神
と
神
主
の
家
と
の
血
族
関
係
が
認
め
ら
れ
、
神
主
は
神

の
子
だ
、
と
い
ふ
統
一
原
理
が
出
て
来
た
。
此
点
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
研
究

は
、
非
常
に
偏
見
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
た
。
古
代
の
神
道
を
正
し
く
見
極
め
、
新

し
い
神
道
の
道
を
進
む
為
に
は
、
偏
見
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
に
ぎ
は
や
ひ
の
命
と
、
其
を
祭
る
物
部
氏
と
の
間
に
、
血

族
関
係
が
あ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
来
た
。
由
来
物
部
氏
は
、
魂
を
扱
ふ
団
体

で
、
主
に
戦
争
に
当
つ
て
、
魂
を
抑
へ
る
役
を
し
て
ゐ
た
。
此
点
で
も
、
物
部

氏
を
も
つ
て
、
武
器
を
扱
ふ
団
体
だ
、
と
し
て
ゐ
た
従
来
の
考
へ
方
は
、
改
め
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ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
、
物
部
氏
は
、
天
皇
霊
の
外
に
、
大
和
国
の
魂
、
其

他
の
国
々
の
魂
を
扱
ふ
大
き
な
家
で
あ
つ
た
。

天
皇
即
位
の
時
に
は
、
物
部
氏
が
魂
を
著
け
奉
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
く
服
従

し
た
種
族
の
代
表
者
も
、
出
て
来
て
其
を
行
う
た
。
奈
良
朝
前
ま
で
は
、
群
臣

中
か
ら
、
大
臣
・
大
連
の
人
々
が
出
て
、
天
皇
の
前
で
、
其
詞
を
奏
し
た
。
後
、

朝
賀
式
が
重
視
せ
ら
れ
る
に
至
つ
て
、
寿
詞
を
奏
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ

る
。

今
か
ら
考
へ
る
と
、
寿
詞
の
奏
上
は
、
新
し
く
服
従
し
た
国
の
外
は
、
御
一
代

に
一
度
す
れ
ば
よ
い
訣
だ
が
、
不
安
に
感
じ
た
の
で
あ
ら
う
、
毎
年
其
を
繰
り

返
し
た
。
新
嘗
を
、
毎
年
繰
り
返
す
の
と
同
じ
信
仰
で
、
魂
は
毎
年
、
蘇
生
す

る
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
此
復
活
の
信
仰
は
、
日
本
の
古
代
に
は
、
強
い

も
の
で
あ
つ
た
。

近
世
神
道
で
考
へ
て
ゐ
る
鎮
魂
の
意
味
は
、
多
少
誤
解
か
ら
し
て
、
変
化
し
て

ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
即
游
離
し
た
魂
を
、
再
、
身
に
つ
け
る
た
ま
し
づ
め
の
意

味
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
古
く
は
、
外
来
魂
（
威
霊
）
を
身
に
つ
け
る
、
た
ま
ふ

り
の
意
味
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
三
　
惟
神
の
道

主
上
の
行
為
を
、
神
な
が
ら
と
い
ふ
。
神
と
し
て
・
神
の
ゆ
ゑ
・
神
の
せ
い
と

言
ふ
意
味
で
、
神
の
ま
ゝ
、
と
言
ふ
事
で
は
な
い
。
な
が
ら
は
、
の
か
ら
で
、

神
の
せ
い
で
、
さ
う
い
ふ
事
を
す
る
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
惟
神
の
文
字
の
初

め
て
見
え
た
の
は
、
日
本
紀
孝
徳
天
皇
の
条
で
、
又
随
神
と
も
書
い
て
ゐ
る
。

主
上
が
、
神
と
し
て
何
々
を
す
る
、
と
言
ふ
時
に
は
惟
神
、
神
の
意
志
の
と
ほ

り
に
行
ふ
、
と
言
ふ
時
に
は
随
神
と
書
い
た
や
う
で
あ
る
。

万
葉
集
な
ど
に
あ
る
、
惟
神
の
用
語
例
が
、
最
古
の
も
の
だ
、
と
考
へ
て
ゐ
る

人
も
あ
る
が
、
さ
う
は
思
は
な
い
。
万
葉
集
に
見
え
る
例
も
、
浮
動
し
て
ゐ
る

の
で
、
記
・
紀
・
万
葉
等
の
用
語
例
を
、
日
本
最
古
の
も
の
と
す
る
考
へ
方
は
、

よ
く
な
い
と
思
ふ
。
も
つ
と
前
に
、
も
つ
と
古
い
意
味
が
あ
つ
た
の
が
、
幾
度

か
変
化
し
て
後
、
記
・
紀
・
万
葉
等
に
記
録
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
惟
神
に
あ

つ
て
も
、
万
葉
集
に
出
て
ゐ
る
か
ら
、
其
が
本
義
だ
、
と
考
へ
る
人
も
あ
る
が
、

其
は
日
本
の
国
語
の
発
達
の
時
代
を
、
あ
ま
り
に
短
く
、
新
し
く
見
過
ぎ
て
ゐ

る
。

惟
神
の
意
味
を
釈

く
に
し
て
も
、
記
・
紀
・
万
葉
等
で
訣
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
、
新

し
い
学
問
の
力
を
借
り
て
、
民
俗
を
比
較
研
究
し
た
上
に
、
古
い
用
語
例
を
集

め
、
此
と
照
合
し
て
、
調
べ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
い
神
道
家
の
神

道
説
は
ま
だ
よ
い
が
、
新
し
い
の
は
哲
学
化
し
、
合
理
化
し
て
ゐ
る
。
其
代
表

と
も
見
る
べ
き
は
、
筧
克
彦
博
士
の
神
道
で
あ
る
。
其
は
、
氏
一
人
の
神
道
で

あ
り
、
常
識
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
神
道
と
は
、

申
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

神
な
が
ら
の
道
は
、
主
上
と
し
て
の
道
で
あ
つ
て
、
我
々
の
道
で
は
な
い
。
類

聚
三
代
格
に
、
出
雲
国
造
　
　
政
治
上
の
権
力
と
関
係
の
な
い
所
は
、
国
造
と

称
す
る
こ
と
を
、
黙
認
し
て
ゐ
た
。
後
に
は
、
公
に
認
め
ら
れ
た
　
　
筑
前
宗

像
国
造
が
、
采
女
と
称
し
て
、
国
の
女
を
召
し
て
自
由
に
し
て
ゐ
た
の
を
、
不

都
合
だ
と
し
て
、
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。
当
時
に
あ
つ
て
は
、
国

造
が
、
采
女
を
自
由
に
す
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
宮
廷
に
あ
つ
て

も
、
現
神
と
し
て
、
天
皇
は
、
采
女
に
会
は
れ
た
の
で
あ
る
。
其
生
活
を
、
前

記
国
造
等
が
、
模
倣
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
宮
廷
の
神
道
が
盛
ん
に
な
つ
て
、

出
雲
国
造
等
の
、
言
は
ゞ
小
さ
な
神
な
が
ら
の
道
と
言
ふ
べ
き
も
の
が
、
禁
ぜ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
国
造
等
の
行
う
た
、
小
さ
な
神
な
が
ら
の
道
も
、
神
主
た
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ち
に
は
あ
つ
て
も
、
民
間
に
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

主
上
が
神
祭
り
の
時
に
、
神
と
し
て
行
為
せ
ら
れ
る
の
が
、
惟
神
の
道
で
あ
つ

た
。
処
が
主
上
は
、
殆
一
年
中
、
祭
り
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
、
神
と
人
と
の

区
別
が
つ
か
な
く
な
つ
た
。
神
道
家
は
、
現

神








を
言
語
の
上
の
譬
喩
だ
、
と

思
う
て
ゐ
る
が
、
古
代
人
は
、
主
上
を
、
肉
体
を
も
つ
た
神
即




現

神
と
信
じ
て

ゐ
た
の
だ
。

惟
神
の
道
と
は
、
今
述
べ
て
来
た
や
う
に
、
主
上
の
神
と
し
て
の
道
、
即
主
上

の
宮
廷
に
於
け
る
生
活
其
も
の
が
、
惟
神
の
道
で
あ
つ
た
。
今
で
は
、
神
道
を

道
徳
化
し
て
ゐ
る
が
、
何
事
で
も
、
道
徳
的
に
の
み
、
物
を
見
る
と
言
ふ
事
は
、

い
け
な
い
事
で
あ
る
。
道
徳
以
上
の
情
熱
が
な
く
て
は
、
神
社
は
、
記
念
碑
以

外
の
何
物
で
も
な
く
な
つ
て
了
ふ
。
今
日
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
神
道
は
、
も
つ
と

道
徳
以
外
に
出
て
、
生
活
其
物
に
、
這
入
つ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宮
廷

の
生
活
だ
と
言
う
て
も
、
道
徳
的
な
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
〳
〵
な
生
活

が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

神
道
の
長
い
歴
史
の
上
か
ら
見
る
と
、
既
に
澆
季
の
世
の
も
の
で
あ
る
万
葉
集

に
、
人
麻
呂
は
大
宮
人
・
労
働
者
の
区
別
な
し
に
、
そ
の
行
為
し
て
ゐ
る
こ
と

を
「
神
な
が
ら
な
ら
し
」
と
歌
う
て
ゐ
る
。
主
上
の
御
行
動
は
、
す
べ
て
惟
神

と
感
じ
、
毫
も
、
道
徳
的
に
は
見
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
事
は
、
我
々
も
、
惟
神
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
、
考
へ
直
し
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
事
実
で
あ
る
。
日
本
の
神

道
は
、
新
し
く
研
究
す
る
余
地
の
十
分
あ
る
も
の
で
、
国
学
の
先
輩
に
よ
つ
て
、

研
究
し
尽
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
又
、
哲
学
的
・
倫
理
学
的
に
見
る
こ
と
が
、

今
直
に
、
正
し
い
見
方
だ
、
と
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
四
　
古
代
詞
章
に
於
け
る
伝
承
の
変
化

語
原
解
剖
か
ら
、
物
の
本
質
を
定
め
る
事
は
、
危
険
の
伴
ふ
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
或
一
方
面
か
ら
、
明
り
が
さ
し
て
来
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
今
ま
で
は
、

祝
詞
・
古
事
記
等
の
文
章
は
、
其
自
身
完
全
な
も
の
で
あ
つ
て
、
解
釈
出
来
な

い
の
は
、
我
々
の
方
が
未
熟
な
の
だ
。
鈴
木
重
胤
・
本
居
宣
長
に
訣
ら
な
か
つ

た
所
は
、
古
く
解
釈
す
る
鍵
が
、
既
に
失
は
れ
て
ゐ
て
、
如
何
と
も
出
来
な
い
。

時
代
の
故
だ
と
考
へ
て
ゐ
た
。

併
し
此
は
、
速
断
か
ら
来
る
誤
り
に
陥
つ
て
ゐ
る
。
祝
詞
・
古
事
記
等
を
比
較

す
れ
ば
、
訣
る
こ
と
で
あ
る
が
、
文
中
既
に
、
矛
盾
が
沢
山
あ
る
。
譬
へ
ば
、

天
御
蔭








と
言
ふ
語
は
、
祝
詞
だ
け
で
も
、
四
種
の
用
例
が
あ
る
。
大
和
の
如
き
、

訣
り
き
つ
た
や
う
な
語
も
、
記
・
紀
・
万
葉
・
祝
詞
と
辿
る
と
、
四
五
種
以
上
、

意
義
の
変
化
が
あ
る
。
其
を
比
較
す
る
と
、
意
義
の
変
化
に
つ
れ
て
、
用
ゐ
ら

れ
た
時
代
の
、
異
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
訣
る
。

祝
詞
の
如
き
は
、
神
代
乃
至
は
、
飛
鳥
・
藤
原
時
代
以
来
、
伝
つ
て
ゐ
る
古
い

も
の
だ
、
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此
は
奈
良
朝
の
末
か
ら
、
平
安
朝
の
初
め

百
年
頃
ま
で
に
、
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
延
喜
式
祝
詞
は
、
全
部
新
作
と
は
言

へ
な
い
ま
で
も
、
平
安
朝
に
這
入
る
ま
で
に
、
幾
度
か
改
作
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

古
い
種
を
も
つ
て
ゐ
な
が
ら
、
文
章
は
、
新
し
い
の
で
あ
る
。
新
古
、
入
り
混

つ
て
ゐ
る
の
に
、
何
を
標
準
と
し
て
、
解
釈
し
た
ら
よ
い
か
。
神
代
の
用
法
も
、

飛
鳥
・
藤
原
・
近
江
、
下
つ
て
は
、
奈
良
・
平
安
の
用
法
も
混
つ
て
ゐ
る
。
其

も
純
粋
に
、
時
代
々
々
の
語
を
用
ゐ
て
ゐ
る
の
な
ら
ば
よ
い
が
、
ま
じ
な
ひ
の

や
う
に
、
伝
承
し
て
ゐ
る
中
に
、
意
味
が
訣
ら
な
く
な
る
。
す
る
と
、
訣
ら
せ

る
為
に
、
時
代
の
解
釈
の
加
つ
た
改
作
を
す
る
。
語
に
つ
い
て
の
考
へ
が
、
変

化
し
て
了
ふ
の
で
あ
る
。

此
種
の
改
作
は
、
一
再
な
ら
ず
、
度
々
行
は
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
自
然
の

間
に
起
る
、
語
意
の
変
化
の
外
に
、
忘
れ
ら
れ
て
、
訣
ら
な
く
な
つ
て
か
ら
加
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へ
ら
れ
た
、
其
時
代
の
合
理
観
が
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
文
章
や
単
語
に
、

誤
り
が
あ
る
。
若
し
其
が
な
い
な
ら
ば
、
禍
津
日
神
・
直
日
神
の
出
て
来
る
訣

が
な
い
。

允
恭
天
皇
の
世
、
大
和
国
味
白
檮
岡









の
言
八
十
禍
津
日
前














で
、
探
湯






を
し
た
こ

と
が
あ
る
。
家
々
の
系
図






　
　
古
く
は
つ
ぎ
、
記
録
に
な
つ
た
の
が
つ
ぎ
ぶ
み
、

後
に
は
よ
つ
ぎ
と
言
ふ
。
天
皇
で
は
、
ひ
つ
ぎ
又
は
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
と
い
ふ
　

　
の
、
正
邪
を
判
断
す
る
為
に
、
其
を
口
に
唱
へ
さ
せ
な
が
ら
、
手
を
湯
に
つ

け
さ
せ
た
。
即
、
当
時
に
あ
つ
て
も
、
伝
承
に
よ
る
言
葉
に
、
誤
り
あ
る
こ
と

を
知
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

天
孫
降
臨
の
章
は
、
大
切
な
所
で
あ
る
が
、
尚
、
古
事
記
・
日
本
紀
・
日
本
紀

一
書
皆
、
お
な
じ
言
葉
の
伝
へ
が
、
区
々
で
あ
る
。
日
本
紀
は
、
漢
文
で
書
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
其
天
孫
が
、
日
向
へ
下
ら
れ
た
道
筋
の
大
切
な
と
こ
ろ
は
、

日
本
語
で
う
つ
し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。
語
部
の
伝
ふ
べ
き
一
番
大
切
な
言
葉
が
、

固
定
し
た
為
に
訣
ら
な
く
な
り
、
神
聖
な
言
葉
な
の
で
、
改
作
も
せ
な
か
つ
た

が
、
伝
へ
を
異
に
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
或
家
の
伝
と
し
て
、
三
種
又
は
、
四

種
の
伝
へ
が
あ
る
が
、
皆
訛
つ
て
ゐ
る
。
此
様
に
、
変
つ
て
行
く
の
で
あ
る
か

ら
、
単
語
の
変
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

今
日
残
つ
て
ゐ
る
、
祝
詞
の
最
古
い
の
は
、
延
喜
よ
り
も
つ
と
早
く
、
書
き
留

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
新
し
い
息
の
か
ゝ
つ
て
ゐ
な
い
も
の
は
な
い
。

平
安
朝
の
末
に
な
つ
て
、
不
思
議
に
も
た
ゞ
一
つ
、
古
い
祝
詞
が
、
偶
然
と
言

う
て
よ
い
事
情
に
よ
つ
て
残
つ
た
。
宇
治
の
悪
左
府
藤
原
頼
長
の
書
い
た
「
台

記
」
の
中
に
、
近
衛
天
皇
の
大
嘗
祭
の
時
に
、
中
臣
氏
の
唱
へ
た
寿
詞
　
　
中

臣
天
神
寿
詞
　
　
が
、
記
し
て
あ
る
。
天
神
寿
詞
と
い
ふ
も
の
が
、
此
他
に
も
、

古
い
家
に
伝
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
が
、
神
秘
を
守
つ
た
為
に
、
亡
び
て
了
う
た
。

氏
の
長
者
と
し
て
の
勢
力
に
よ
つ
て
、
大
中
臣
　
　
藤
原
氏
が
分
れ
て
か
ら
、

中
臣
は
、
大
中
臣
と
称
し
た
　
　
に
伝
つ
て
ゐ
た
神
秘
な
寿
詞
を
も
、
書
き
留

め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

頼
長
に
よ
つ
て
亡
び
ず
に
済
ん
だ
、
こ
の
中
臣
天
神
寿
詞
も
、
古
い
形
そ
の
儘

で
は
な
く
、
代
々
少
し
づ
ゝ
、
変
化
さ
せ
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
思
ふ
。
此
寿
詞
も
、

最
神
秘
な
と
こ
ろ
は
、
書
き
漏
し
て
ゐ
て
、
伝
へ
て
ゐ
な
い
。

延
喜
式
祝
詞
は
、
公
の
席
上
で
述
べ
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
だ
け
で
、
神
の
内

陣
で
、
小
声
で
唱
へ
る
神
秘
な
語
、
即
、
宮
廷
の
采
女
等
に
よ
つ
て
、
神
秘
が

守
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
は
、
亡
ん
で
了
う
た
。
亡
び
な
い
迄
も
、
固
定
し
て
訣
ら

な
く
な
り
、
或
は
改
作
せ
ら
れ
て
、
半
分
訣
つ
た
も
の
と
な
つ
た
。
訣
り
過
ぎ

る
と
、
神
聖
味
が
薄
く
な
る
と
思
う
た
の
で
あ
ら
う
。

古
事
記
・
日
本
紀
と
も
に
、
其
文
章
は
、
同
時
代
の
も
の
を
記
し
て
ゐ
る
、
と

は
言
へ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
此
事
を
頭
に
入
れ
て
置
か
な
く
て
は
、
国
語
の

研
究
は
行
き
づ
ま
る
。
此
点
を
突
き
破
る
と
、
国
語
・
国
文
及
び
、
日
本
神
道

の
研
究
も
、
変
つ
て
来
る
と
思
ふ
。
此
ま
で
の
研
究
は
、
余
り
に
常
識
的
な
、

一
時
代
前
の
研
究
を
、
基
礎
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
五
　
信
仰
推
移

日
本
の
神
道
並
び
に
、
日
本
の
国
民
道
徳
は
、
大
昔
な
り
に
、
一
つ
も
変
つ
て

ゐ
な
い
や
う
に
、
予
め
考
へ
て
ゐ
る
が
、
実
は
段
々
、
変
化
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
其
は
、
此
迄
の
考
へ
方
か
ら
す
れ
ば
、
不
愉
快
な
事
で
あ
ら
う
が
、
変
れ

ば
こ
そ
、
良
く
も
な
つ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
祖
先
は
、
い
づ
れ
今

程
、
い
ゝ
生
活
は
し
て
ゐ
な
か
つ
た
ら
う
と
思
ふ
。

も
う
一
つ
の
考
へ
は
、
昔
は
理
想
的
の
国
で
あ
つ
た
が
、
今
は
お
と
つ
よ
、
仏

教
の
所
謂
、
澆
季
の
世
で
あ
る
と
す
る
事
で
あ
る
。
其
は
、
空
想
に
す
ぎ
な
い
。

12古代人の思考の基礎



昔
の
道
徳
・
信
仰
が
、
今
ま
で
の
間
に
、
次
第
に
変
化
し
て
ゐ
る
こ
と
は
訣
る
。

そ
れ
だ
か
ら
と
言
う
て
、
今
の
道
徳
・
信
仰
が
、
直
に
宜
し
く
な
い
と
は
言
へ

な
い
。
動
揺
し
て
ゐ
る
の
が
統
一
さ
れ
、
整
理
せ
ら
れ
る
だ
け
の
時
代
を
経
て
、

後
に
、
価
値
の
多
寡
を
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
其
原
理
を
導
き
出
す
の
に
は
、

今
の
方
法
で
は
駄
目
で
、
今
一
度
、
昔
に
還
つ
て
、
省
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
神
典
を
見
て
、
一
番
困
る
こ
と
は
、
神
と
神
で
な
い
も
の
と
の
区
別
が
、

明
瞭
で
な
い
事
で
あ
る
。
古
事
記
そ
の
他
の
書
物
に
現
れ
た
、
霊
的
な
人
々
の

記
録
は
、
同
じ
時
代
の
事
で
あ
る
と
考
へ
て
は
、
何
時
ま
で
経
つ
て
も
、
ほ
ん

と
う
の
事
は
訣
ら
な
い
。
古
事
記
に
し
て
も
書
き
と
め
ら
れ
た
時
よ
り
、
五
百

年
以
上
も
前
の
事
が
あ
る
と
見
て
、
は
じ
め
て
訣
つ
て
来
る
。
古
事
記
の
中
に

は
、
神
に
な
り
切
ら
な
い
、
霊
的
な
も
の
と
、
神
に
な
つ
た
も
の
と
が
あ
る
。

日
本
の
信
仰
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
一
種
不
思
議
な
霊
的
な
作
用
を
具
へ
た
、

魂
の
信
仰
が
あ
つ
た
。
其
が
最
初
の
信
仰
で
あ
つ
て
、
其
魂
が
、
人
間
の
身
に

著
く
と
、
物
を
発
生
・
生
産
す
る
力
を
も
つ
と
考
へ
た
。
其
魂
を
産
霊





と
言
ふ

（
記
・
紀
）
。
産
霊
は
、
神
で
は
な
い
。
神
道
学
者
に
尋
ね
て
も
、
産
霊
神
と
、

神
と
を
一
処
に
す
る
人
は
、
ま
づ
あ
る
ま
い
。
此
神
は
無
形
で
、
霊
魂
よ
り
は

一
歩
進
ん
だ
も
の
で
、
次
第
に
、
ほ
ん
と
う
の
神
と
な
つ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
神
典
を
見
る
と
、
神
と
た
ま
と
を
書
き
分
け
て
ゐ
る
が
、
此
に
は
理
由

が
あ
る
。
不
思
議
な
霊
的
な
魂
の
外
に
、
人
間
に
力
を
与
へ
て
ゐ
た
魂
で
、
其

人
の
死
後
も
、
個
人
の
も
つ
て
ゐ
た
魂
だ
、
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
此

魂
の
一
部
分
は
、
聖
な
る
資
格
あ
る
人
に
著
く
も
の
で
あ
る
。
其
の
他
の
部
分

は
、
其
人
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
国
・
邑
の
魂
の
数
は
、
定
つ
て
ゐ
る
。
此
に

は
、
証
拠
が
あ
る
。
其
魂
が
、
出
た
り
這
入
つ
た
り
し
て
ゐ
る
。
一
人
の
人
が

死
ぬ
と
、
其
魂
は
、
外
の
む
く
ろ
に
著
い
て
、
生
き
て
来
る
、
と
考
へ
た
。
其

処
か
ら
魂
が
個
人
持
ち
の
も
の
だ
、
と
言
ふ
考
へ
が
、
導
き
出
さ
れ
て
来
た
。

其
で
考
へ
て
来
た
の
が
、
魂
の
集
る
処
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
が
、
神
典
で

一
番
大
切
な
、
神



づ
ま
る
で
あ
る
。

結
局
、
玉
留
産
霊









神


の
語
原
は
、
神
づ
ま
る
と
お
な
じ
で
あ
る
と
思
ふ
。
つ
ま

る
は
、
集
中
す
る
意
味
だ
と
お
も
ふ
。
日
本
神
道
の
純
化
し
て
来
た
時
代
に
は
、

高
天
原
が
神
づ
ま
る
場
所
と
し
て
、
斥
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
も
と
は
、
日
本
の
国

土
の
外
、
遠
く
海
の
彼
方
の
国
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
其
処
に
集
つ
た
魂
が
、

時
を
定
め
て
や
つ
て
来
て
、
人
に
著
く
と
、
人
が
一
人
殖
え
る
と
考
へ
た
。

此
海
の
彼
方
の
国
が
常
世
国








で
、
浄
土
・
ぱ
ら
だ
い
す
或
は
、
神
の
国
と
考
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。
次
第
に
純
化
せ
ら
れ
て
来
て
、
宮
廷
の
神
道
で
は
、
高
天
原
と

考
へ
た
事
は
、
既
に
前
に
述
べ
た
。

昔
は
、
海
境






　
　
水
平
線
　
　
で
、
海
は
ど﹅
か﹅
つ﹅
と
落
ち
込
ん
で
ゐ
て
、
其
処

を
越
す
と
、
常
世
国
が
あ
る
と
思
う
て
ゐ
た
。
海
境
は
、
行
け
ば
行
く
ほ
ど
遠

の
く
の
で
、
と
て
も
行
き
ゝ
れ
な
い
。
た
ゞ
不
思
議
な
も
の
ゝ
み
が
行
く
、
と

見
て
ゐ
た
。
又
こ
の
海
境
で
、
天
と
海
と
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
空
と
海

と
は
同
じ
だ
、
と
思
う
て
ゐ
た
。
水
と
天
と
の
境
が
訣
ら
な
く
な
つ
て
、
海
の

彼
方
と
言
ふ
考
へ
を
、
空
に
移
し
て
来
た
。

此
は
宮
廷
の
考
へ
で
あ
る
が
、
ず
つ
と
後
の
奈
良
朝
の
頃
ま
で
、
海
の
彼
方
又

は
海
の
底
と
考
へ
て
ゐ
た
。
其
が
次
第
に
、
高
天
原
と
一
つ
に
な
り
、
純
化
せ

ら
れ
て
、
其
処
に
、
総
括
的
な
地
位
に
あ
る
神
が
ゐ
る
、
と
信
じ
た
。
常
世
国

に
は
、
国
・
邑
の
魂
が
集
中
し
て
ゐ
る
か
ら
、
国
・
邑
の
関
係
が
、
密
接
で
あ

る
。
自
然
、
血
族
的
に
考
へ
て
、
親
の
魂
・
祖
先
の
魂
の
集
つ
て
ゐ
る
所
と
考

へ
て
来
て
、
人
間
と
の
気
持
ち
に
、
親
し
さ
が
出
て
来
る
。
同
時
に
、
尊
敬
の

心
が
生
じ
て
来
る
。
此
が
魂
か
ら
、
神
の
考
へ
の
出
て
来
る
基
と
な
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
六
　
数
種
の
例
　
一
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記
・
紀
に
、
お
ほ
く
に
ぬ
し
の
命
が
、
海
岸
に
立
つ
て
、
葦
原
の
中
つ
国
の
経

営
法
を
考
へ
て
ゐ
る
と
、
海
原
を
照
し
て
寄
つ
て
来
る
神
が
あ
る
。
名
前
を
尋

ね
る
と
、
俺
は
お
前
の
和

魂







・
荒

魂







だ
と
答
へ
た
と
言
ふ
話
が
出
て
ゐ
る
。

神
道
学
者
は
、
こ
の
事
を
い
ろ
〳
〵
議
論
し
て
ゐ
る
が
、
結
局
、
理
窟
に
合
せ

た
、
説
明
ば
か
り
を
し
て
ゐ
る
。
其
は
、
外
か
ら
来
る
帝
王
と
な
る
べ
き
人
、

或
は
、
其
土
地
を
治
め
る
人
が
、
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
、
威
力
の
あ
る
魂
が
、

数
種
類
あ
る
。
和
魂
・
荒
魂
も
そ
れ
で
あ
る
。
此
魂
が
、
前
述
の
お
ほ
く
に
ぬ

し
の
命
に
著
い
て
、
此
世
を
治
め
る
資
格
を
得
た
。
後
に
其
魂
を
、
大
和
の
三

輪
山
に
祀
つ
た
、
と
説
明
し
て
ゐ
る
。

一
方
、
此
話
は
、
神
の
話
に
な
つ
て
ゐ
る
。
お
ほ
く
に
ぬ
し
の
命
が
、
出
雲
の

御

大

の
岬
に
立
つ
て
居
ら
れ
た
時
、
帰

り
来
た
神
に
、
侏
儒
の
や
う
な
す
く
な

ひ
こ
な
の
神
が
ゐ
た
。
そ
こ
で
協
力
し
て
、
天
孫
降
臨
以
前
の
葦
原
の
中
つ
国

を
作
つ
た
と
い
ふ
。
書
物
に
よ
る
と
、
す
く
な
ひ
こ
な
の
神
は
、
粟
に
は
ね
飛

ば
さ
れ
て
、
常
世
国
に
帰
つ
た
。
お
ほ
く
に
ぬ
し
の
命
が
、
其
を
悲
し
ん
で
ゐ

る
と
、
海
原
を
照
し
て
来
る
光
り
が
あ
つ
た
と
も
云
ふ
。
即
、
三
種
の
伝
へ
が

あ
る
訣
で
あ
る
。

此
は
、
伝
へ
が
区
々
に
な
つ
た
ゞ
け
で
、
常
世
か
ら
出
て
来
る
威
霊
が
、
お
ほ

く
に
ぬ
し
に
著
い
て
、
葦
原
の
国
を
経
営
す
る
力
を
、
与
へ
た
の
で
あ
る
。
其

を
、
魂
と
感
じ
た
時
に
、
和
魂
・
荒
魂
の
話
と
な
り
、
神
と
感
じ
た
時
に
、
す

く
な
ひ
こ
な
の
話
と
な
つ
た
。

常
世
の
国
か
ら
来
る
の
は
、
大
抵
小
さ
な
神
で
あ
る
。
譬
へ
ば
、
信
州
南
安
曇

郡
の
穂
高
の
社
は
、
物
ぐ
さ
太
郎
の
社
だ
と
い
ふ
（
お
伽
草
紙
）
。
つ
る
ま
の

郡
あ
た
ら
し
の
郷
に
流
さ
れ
た
、
公
家
に
出
来
た
子
が
京
に
上
つ
て
、
一
度
に

え
ら
く
な
る
の
は
、
魂
が
著
い
た
か
ら
で
あ
る
。
其
肝
要
な
と
こ
ろ
が
、
此
話

に
は
脱
け
て
ゐ
る
。
物
ぐ
さ
太
郎
の
話
は
、
穂
高
の
話
ば
か
り
で
な
く
、
山
城

の
愛
宕
の
本
地
と
、
関
係
が
深
い
。
そ
の
様
な
、
神
の
話
を
持
つ
て
歩
い
た
神

人
が
、
諸
国
に
ゐ
て
、
越
後
か
ら
川
づ
た
ひ
に
、
信
州
に
這
入
つ
て
、
根
を
下

し
た
の
で
あ
る
。

小
さ
な
神
が
、
人
間
の
助
け
を
得
て
、
立
派
な
神
に
な
る
話
は
、
日
本
の
昔
物

語
・
神
話
に
沢
山
あ
る
。
す
く
な
ひ
こ
な
の
話
も
、
此
で
あ
る
。
物
ぐ
さ
太
郎

は
、
人
間
が
育
て
ゝ
ゐ
る
間
に
、
立
派
な
も
の
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
と
も
か

く
、
常
世
国
か
ら
渡
つ
て
来
る
、
小
さ
な
不
思
議
な
神
は
、
も
と
は
霊
魂
の
信

仰
で
あ
つ
た
。
荒
魂
・
和
魂
が
、
時
代
を
経
て
か
ら
、
す
く
な
ひ
こ
な
の
神
に

考
へ
ら
れ
て
来
た
。
魂
か
ら
、
神
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
か
う
見
な
く
て

は
、
日
本
の
神
典
の
、
神
と
魂
と
の
関
係
は
訣
ら
な
い
。
こ
の
一
例
に
よ
つ
て

も
、
信
仰
の
推
移
の
あ
つ
た
こ
と
は
訣
る
と
思
ふ
。
即
、
宮
廷
の
信
仰
が
最
進

ん
で
ゐ
た
の
で
、
其
が
地
方
の
信
仰
を
、
次
第
に
整
理
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

今
述
べ
た
例
は
、
純
化
せ
ら
れ
て
行
つ
た
話
で
あ
る
が
、
時
代
を
経
る
と
共
に
、

不
純
に
な
つ
た
例
も
あ
る
。
河
童
は
、
妖
怪
の
一
種
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ

る
が
、
も
と
は
、
田
に
水
を
与
へ
る
、
水
の
神
様
で
あ
つ
た
。
其
が
後
に
、
水

を
祀
る
の
に
、
物
を
賭
け
る
や
う
に
な
り
、
か
け
物
が
重
く
見
ら
れ
て
来
る
と
、

水
欲
し
さ
に
、
命
ま
で
賭
け
て
了
ふ
や
う
に
な
つ
た
。
其
が
何
時
か
、
神
が
命

を
要
求
す
る
、
と
い
ふ
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
、
妖
怪
の
や
う
な
河
童
が
、
農
村

に
考
へ
ら
れ
た
。
逆
推
す
る
と
、
河
童
は
、
純
粋
の
水
の
神
で
あ
つ
た
。
即
、

こ
れ
は
、
堕
落
し
た
神
の
例
で
あ
る
。
淫
祠
・
邪
神
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
ゝ

中
に
も
、
元
は
純
粋
で
あ
つ
た
も
の
も
、
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

更
に
考
へ
る
と
、
出
雲
大
社
に
あ
つ
て
も
、
記
・
紀
で
は
、
お
ほ
く
に
ぬ
し
の

神
と
教
へ
て
ゐ
る
の
に
、
中
世
の
事
実
で
は
、
立
派
に
、
す
さ
の
を
を
祭
る
事

に
な
つ
て
ゐ
る
。
此
は
、
神
が
代
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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又
、
信
州
の
諏
訪
明
神
は
、
た
け
み
な
か
た
の
神
を
祭
つ
て
ゐ
る
の
に
、
中
世

で
は
、
甲
賀
三
郎
に
変
つ
て
ゐ
る
。
伊
吹
山
の
洞
穴
に
、
妻
覓
ぎ
に
行
つ
て
、

蛇
体
と
な
つ
た
三
郎
は
、
法
華
経
の
功
徳
で
、
人
界
に
戻
つ
た
。
さ
う
し
て
死

後
、
諏
訪
明
神
と
な
つ
た
と
い
ふ
。
諏
訪
明
神
が
、
蛇
体
と
考
へ
ら
れ
た
の
は
、

新
し
い
信
仰
で
は
な
く
、
平
安
朝
末
か
ら
の
事
で
あ
る
。
浄
土
宗
の
説
経
を
集

め
た
、
安

居

院

神
道
集
に
は
、
諏
訪
明
神
の
本
地
と
し
て
、
右
の
甲
賀
三
郎
の

話
が
出
て
ゐ
る
。
此
不
思
議
な
話
の
出
来
た
理
由
は
、
他
の
機
会
に
譲
る
が
、

何
故
、
か
う
し
た
信
仰
が
、
平
安
朝
の
末
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
盛
ん

に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
現
に
法
華
宗
に
は
、
諏
訪
霊
王
と
い
ふ
も
の
が
あ

る
が
、
甲
賀
三
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
此
は
、
神
が
零
落
し
た
例
で
あ
る
。

反
対
に
、
神
の
資
格
の
昇
つ
て
来
た
例
も
多
い
。
神
の
資
格
が
昇
る
に
つ
れ
て
、

神
社
が
、
国
中
に
一
ぱ
い
に
な
つ
て
来
た
。
其
は
、
国
家
組
織
の
完
成
に
伴
う

て
ゐ
る
。
古
代
で
は
、
神
は
、
杜



や
山
に
祀
ら
れ
た
。
此
に
対
し
て
は
、
反
対

論
も
あ
る
が
、
三
輪
の
神
も
社
が
な
く
、
人
に
よ
つ
て
は
諏
訪
明
神
も
、
社
が

な
か
つ
た
と
言
ふ
。
諏
訪
・
三
輪
の
社
の
有
無
は
、
問
題
外
と
し
て
も
、
社
が

無
か
つ
た
と
言
ふ
こ
と
は
、
或
神
は
社
が
無
か
つ
た
の
だ
、
と
言
ふ
記
憶
か
ら

出
た
話
で
あ
る
、
と
だ
け
は
言
へ
る
筈
で
あ
る
。

古
く
か
ら
、
天
つ
社
・
国
つ
社
と
称
せ
ら
れ
て
ゐ
る
社
の
ほ
か
に
、
社
の
数
が
、

次
第
に
殖
え
て
来
た
。
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
、
続
日
本
紀
以
後
の
国

史
を
見
る
と
、
天
皇
が
、
神
に
位
を
お
与
へ
に
な
つ
て
ゐ
る
。
此
に
就
い
て
、

仏
教
で
は
、
王
は
十
善
、
神
は
九
善
と
称
し
て
、
王
の
方
が
、
一
善
だ
け
上
で

あ
る
。
だ
か
ら
王
が
、
神
に
位
を
与
へ
る
の
は
、
不
思
議
で
も
何
で
も
な
い
こ

と
だ
、
と
後
世
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
其
を
待
つ
迄
も
な
く
、
天
皇
は
、
天
つ
神

と
し
て
、
此
世
に
出
現
な
さ
つ
た
故
に
、
此
土
地
で
、
最
、
尊
い
神
で
あ
る
。

だ
か
ら
天
皇
が
、
神
に
贈
位
せ
ら
れ
、
天
つ
社
・
国
つ
社
を
お
認
め
に
な
る
の

で
あ
る
。

大
昔
か
ら
、
現
在
の
や
う
に
、
神
社
の
数
が
多
か
つ
た
、
と
考
へ
る
の
は
誤
り

で
あ
る
。
古
代
に
溯
つ
て
行
け
ば
、
建
て
物
の
あ
る
神
社
は
な
か
つ
た
と
思
ふ
。

家
の
中
に
祭
つ
た
も
の
が
、
神
社
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
殿
に
祭
ら
れ
る
神

は
偉
い
、
と
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
る
と
、
神
が
殿
に
祭
ら
れ
た
が
り
な
さ
る
と

思
う
て
、
次
第
に
、
殿
に
祭
る
様
に
な
つ
て
来
た
。
つ
ま
り
国
民
が
、
自
分
等

の
周
囲
の
、
霊
的
な
力
を
感
ず
る
能
力
を
増
し
、
そ
の
上
に
、
宮
廷
の
神
道
の

考
へ
方
が
、
地
方
に
張
つ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
と
思
ふ
。

信
仰
は
、
神
代
の
ま
ゝ
で
な
く
、
次
第
に
進
ん
で
来
た
。
明
治
以
来
、
昭
和
の

今
日
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
神
社
の
組
織
が
、
幾
度
か
変
つ
て
ゐ
る
。
単
に
為

政
者
ば
か
り
の
為
で
な
く
、
自
然
の
要
求
か
ら
、
神
の
位
置
を
高
め
て
ゐ
る
こ

と
は
、
事
実
で
あ
る
。
何
事
で
も
、
昔
か
ら
の
ま
ゝ
と
言
ふ
こ
と
は
な
い
。

少
し
話
が
、
複
雑
に
な
つ
て
来
た
が
、
や
し
ろ
は
、
家
代
と
言
ふ
こ
と
に
違
ひ

な
い
。
し
ろ
は
、
材
料
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
家
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

家
に
当
る
も
の
、
家
と
見
做
す
べ
き
も
の
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
ち
は
や
ぶ
る
神
の
社
し
な
か
り
せ
ば
　
春
日
の
野
辺
に
　
粟
蒔
か
ま
し
を

　
　
（
万
葉
集
巻
三
）

春
日
野
に
、
社
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
粟
を
播
か
う
も
の
を
。
即
、
ほ
ん
と
う

の
奥
さ
ん
が
無
か
つ
た
ら
、
私
が
あ
な
た
の
奥
さ
ん
に
な
ら
う
も
の
を
、
と
皮

肉
に
言
う
た
、
と
い
ふ
風
に
釈
か
れ
て
ゐ
る
が
、
此
だ
け
の
解
釈
に
、
満
足
し

て
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
神
の
社
と
い
ふ
の
は
、
今
見
る
社
で
は
な
く
、
昔
は
所
有

地
を
示
す
の
に
は
、
縄
張
り
を
し
て
、
野
を
標

め
た
。
其
処
に
は
、
他
人
が
這

入
る
事
も
、
作
物
を
作
る
事
も
出
来
な
か
つ
た
。
神
の
や
し
ろ
と
い
ふ
の
も
、

神
殿
が
出
来
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
空
地
に
な
つ
て
ゐ
な
が
ら
、
祭
り
の
時
に
、

神
の
降
り
る
所
と
し
て
、
標
の
縄
を
張
つ
て
、
定
め
て
あ
る
所
を
言
ふ
。
そ
の
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縄
張
り
の
中
に
は
、
柱
が
立
て
ゝ
あ
る
。

日
本
紀
を
見
る
と
、
い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
の
二
神
が
、
天
御
柱









を
み
た
て

ゝ
、
八
尋
殿
を
造
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
迄
の
考
へ
で
は
、
柱
を
択
つ
て
立
て
、

そ
し
て
、
御
殿
を
造
つ
た
と
し
て
ゐ
る
が
、
み
た
て
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
柱
に

み
な
し
て
立
て
る
、
と
言
ふ
意
で
あ
る
。
仮
り
に
、
見
立
て
る
の
で
あ
る
。
此

は
、
大
嘗
宮
に
も
、
伊
勢
皇
太
神
宮
の
御
遷
宮
の
時
に
も
、
建
築
に
関
係
の
な

い
斎

柱







（
忌
柱
と
も
書
く
。
大
神
宮
の
正
殿
の
心



の
柱
）
と
言
ふ
も
の
を
立

て
ゝ
、
建
て
物
が
出
来
た
、
と
仮
定
し
て
ゐ
る
の
で
も
、
こ
の
意
味
だ
と
い
ふ

こ
と
が
、
想
像
出
来
る
。
即
、
柱
を
立
て
る
と
、
建
て
物
が
出
来
た
、
と
想
像

し
得
た
の
で
あ
る
。
斎
柱
の
立
つ
て
ゐ
る
所
が
や
し
ろ
で
、
其
処
へ
殿
を
建
て

る
と
、
や
し
ろ
で
は
な
く
、
み
や
と
な
る
。
神
聖
な
方
の
住
ん
で
ゐ
ら
れ
る
所

は
、
み
や
で
あ
る
。

こ
れ
の
一
番
、
適
切
に
残
つ
て
ゐ
る
の
は
、
諏
訪
で
あ
る
。
諏
訪
明
神
で
、
七

年
目
毎
に
行
は
れ
る
御
柱
祭
り
は
、
元
の
意
味
は
訣
ら
な
く
な
つ
て
ゐ
る
。
其

は
、
大
陸
地
方
の
習
慣
で
あ
る
、
と
言
ふ
人
も
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
宮
を

造
営
す
る
に
先
だ
つ
て
、
や
し
ろ
を
標

め
、
神
の
ゐ
る
所
を
作
る
た
め
に
、
柱

を
立
て
る
の
で
あ
る
。
も
つ
と
簡
単
な
の
は
、
標

め
縄
を
張
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
ゝ
に
立
て
る
柱
は
、
一
本
で
も
よ
い
の
に
、
諏
訪
で
は
、
四
本
立
て
ゝ
ゐ
る
。

此
は
、
古
い
形
を
遺
し
て
、
適
確
な
や
し
ろ
の
信
仰
を
伝
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

も
つ
と
溯
る
と
、
一
本
で
、
斎
柱
と
同
じ
で
あ
つ
た
ら
う
。
諏
訪
の
御
柱
も
、

宮
に
は
関
係
が
な
い
。
此
処
に
も
ほ
ん
と
う
は
、
宮
を
建
て
る
前
に
、
や
し
ろ

だ
け
の
時
代
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

不
思
議
な
も
の
で
、
柱
さ
へ
立
て
ば
、
家
が
建
つ
た
と
同
じ
に
見
立
て
た
の
で
、

い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
二
神
の
章
の
、
天
御
柱
を
み
た
て
た
と
言
ふ
の
も
、
此

意
味
で
あ
る
。
神
典
の
書
き
留
め
ら
れ
た
時
分
に
な
つ
て
は
、
神
聖
な
語
と
し

て
伝
へ
ら
れ
た
が
、
其
本
意
は
、
既
に
忘
れ
ら
れ
て
、
立
派
な
御
殿
を
見
立
て

た
と
考
へ
て
ゐ
る
。

八
尋
殿
を
お
建
て
に
な
つ
て
、
天
御
柱
を
廻
つ
て
、
夫
婦





の
契
り
を
な
さ
つ
た

と
言
ふ
。
此
は
不
思
議
な
こ
と
で
、
新
し
く
結
婚
し
て
、
夫
婦
に
な
る
と
、
家

を
建
て
る
。
此
を
妻
屋





（
又
、
嬬
）
と
言
ふ
。
万
葉
に
も
あ
る
。
妻
屋
を
建
て

な
け
れ
ば
、
正
式
に
結
婚
し
た
事
に
は
な
ら
な
い
。
結
婚
す
る
為
に
、
家
を
建

て
る
の
は
、
い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
二
神
の
故
事
に
よ
つ
て
、
柱
を
廻
る
の
に
、

傚
う
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
新
夫
妻
の
別
居
を
造
る
、
と
言
ふ
意
味
で
は
な
い
。

此
が
逆
に
新
屋
を
建
て
る
と
、
新
し
い
夫
婦
を
造
つ
て
、
住
は
せ
な
く
て
は
、

家
を
建
て
た
、
確
実
な
証
拠
に
は
な
ら
な
い
、
と
言
ふ
考
へ
を
導
い
て
来
る
。

夫
婦
に
な
る
為
に
家
を
建
て
、
家
を
建
て
る
為
に
は
、
夫
婦
を
造
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
言
ふ
変
な
論
理
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
逆
推
理
・
比
論
法
を
平

気
で
や
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
を
か
し
い
な
が
ら
、
理
窟
が
立
つ
て
ゐ
る
。

い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
二
神
が
、
神
々
を
お
産
み
に
な
つ
た
後
、
大
八
島
を
お

産
み
に
な
つ
た
、
と
言
ふ
こ
と
は
、
信
仰
だ
か
ら
い
ゝ
の
だ
、
と
だ
け
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
の
で
、
説
明
す
る
の
に
、
ち
よ
つ
と
困
る
話
で
あ
る
。
肉
体
を
持

つ
た
神
が
、
何
故
に
土
地
を
産
む
の
か
。
其
が
神
聖
な
の
だ
、
と
言
う
た
ゞ
け

で
は
通
ら
な
い
。
日
本
紀
に
、
淡
路
島
を
胞

と
し
て
、
大
八
島
を
産
ま
れ
た
、

と
明
ら
か
に
書
い
て
あ
る
。
長
兄
・
長
女
を
兄

と
言
う
た
。
其
で
此
処
も
、
淡

路
島
を
最
初
に
産
ん
だ
、
と
解
釈
し
て
ゐ
る
。
其
様
な
無
理
な
解
釈
で
よ
い
な

ら
ば
、
文
字
は
い
ら
な
い
。
土
地
を
産
む
時
に
は
、
淡
路
島
を
胎
盤



と
し
て
お

産
み
に
な
る
と
考
へ
て
ゐ
た
。
つ
ま
り
、
腹
が
別
な
の
で
あ
る
。
昔
の
人
と
し

て
は
、
よ
く
考
へ
て
ゐ
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
七
　
数
種
の
例
　
二
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そ
れ
か
ら
、
日
本
の
国
で
は
、
年
の
考
へ
が
、
ま
ち
〳
〵
で
あ
つ
た
。
其
は
、

暦
が
幾
度
も
変
つ
た
為
で
あ
る
。
天
皇
は
、
日
置
暦








と
い
ふ
も
の
を
持
つ
て
ゐ

ら
れ
た
が
、
後
に
、
そ
れ
が
度
々
、
変
化
し
て
ゐ
る
。

そ
の
昔
の
暦
を
考
へ
て
見
る
と
、
天
皇
が
高
処
に
登
ら
れ
て
、
祝
詞
を
唱
へ
ら

れ
る
と
、
春
に
な
る
。
初
春
に
、
祝
詞
が
下
さ
れ
る
、
と
言
ふ
の
と
反
対
で
あ

つ
て
、
天
皇
が
祝
詞
を
お
下
し
に
な
る
と
、
春
に
な
る
、
と
考
へ
て
ゐ
た
。

　
　
商

返







し
ろ
す
と
、
み
の
り
あ
ら
ば
こ
そ
。
わ
が
下
衣
　
か
へ
し
た
ば
ら

　
　
め
（
万
葉
集
巻
十
六
）

商
返
を
、
天
皇
が
お
認
め
に
な
る
、
と
言
ふ
祝
詞
が
下
つ
た
ら
、
私
の
下
衣
を

返
し
て
貰
ひ
ま
せ
う
が
、
お
生
憎
さ
ま
。
商
返
の
祝
詞
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、

返
し
て
頂
く
訣
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
、
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

商
返
は
、
日
本
の
歴
史
の
上
で
は
、
長
い
間
隠
れ
て
ゐ
た
。
歴
史
の
上
に
見
え

な
い
と
言
ふ
理
由
で
、
事
実
が
無
か
つ
た
と
思
ふ
の
は
、
早
計
に
過
ぎ
る
。
室

町
時
代
以
後
に
な
つ
て
、
徳
政
と
言
ふ
不
思
議
な
こ
と
が
、
突
然
記
録
に
現
れ

て
来
た
が
、
此
は
今
ま
で
、
記
録
に
も
歴
史
に
も
現
れ
ず
に
、
長
い
間
、
民
間

に
行
は
れ
て
ゐ
た
の
が
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
て
、
民
衆
の
力
が
強
く
な
つ
て

来
た
の
で
、
歴
史
の
表
面
に
出
た
の
で
あ
る
。

商
返
と
言
ふ
の
は
、
社
会
経
済
状
態
を
整
へ
る
為
、
或
は
一
種
の
商
業
政
策
の

上
か
ら
、
消
極
的
な
商
行
為
で
あ
つ
て
、
売
買
し
た
品
物
を
、
あ
る
期
間
内
な

ら
ば
、
各
元
の
持
ち
主
の
方
へ
と
り
戻
し
、
又
契
約
を
と
り
消
す
こ
と
を
得
し

め
た
、
一
種
の
徳
政
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
此
が
ち
よ
う
ど
、
夫
婦
約
束
の
変

更
、
と
り
か
は
し
た
記
念
品
の
と
り
戻
し
な
ど
に
似
て
ゐ
る
の
で
、
一
種
の
皮

肉
な
心
持
ち
を
寓
し
て
、
用
ゐ
た
の
で
あ
る
。

か
う
し
た
習
慣
の
元
を
な
し
た
の
は
、
天
皇
は
一
年
限
り
の
暦
を
持
つ
て
居
ら

れ
、
一
年
毎
に
総
て
の
も
の
が
、
元
に
戻
り
、
復
活
す
る
と
言
ふ
信
仰
で
あ
る
。

此
信
仰
は
続
い
て
ゐ
た
が
、
事
実
を
見
る
と
、
人
間
は
生
き
て
ゐ
て
変
ら
な
い
。

其
処
に
、
信
仰
と
現
実
と
の
矛
盾
を
感
じ
て
来
た
。
其
で
も
地
方
で
は
、
売
買

貸
借
で
苦
し
め
ら
れ
て
、
や
り
き
れ
な
い
の
で
、
十
年
目
と
か
、
二
十
年
目
と

か
に
一
度
、
と
言
ふ
風
に
、
近
年
ま
で
や
つ
て
ゐ
た
。
土
地
を
き
り
か
へ
て
、

班
田
法
の
や
う
な
方
法
に
よ
つ
て
、
分
け
て
や
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
末

ま
で
行
は
れ
て
ゐ
た
が
、
明
治
に
な
つ
て
、
絶
え
て
了
う
た
。
万
葉
時
代
に
、

事
実
行
は
れ
て
ゐ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
伝
説
と
な
つ
て
ゐ
た
の
か
、
不
明
で

は
あ
る
が
、
商
返
と
言
へ
ば
、
皆
に
意
味
が
訣
つ
た
の
で
あ
る
。
男
女
契
り
を

結
ぶ
と
、
下
の
衣
を
取
り
か
へ
て
著
た
。
著
物
は
、
魂
の
著
き
場
所
で
、
著
物

を
換
へ
て
身
に
著
け
る
、
と
言
ふ
事
は
、
魂
を
半
分
づ
ゝ
交
換
し
て
著
け
て
ゐ

る
事
で
あ
る
。
魂
を
著
物
に
つ
け
て
、
相
手
に
預
け
て
あ
る
の
で
、
衣
服
を
返

す
と
、
絶
縁
し
た
こ
と
に
な
る
。
此
処
に
引
い
た
歌
は
、
軽
い
洒
落
で
、
半
分

嫉
妬
し
、
半
分
笑
う
て
ゐ
る
、
お
ど
け
た
、
つ
ま
ら
な
い
歌
で
あ
る
。
併
し
此

歌
で
見
て
も
、
徳
政
の
起
原
の
古
い
こ
と
が
知
れ
る
。

明
治
初
年
ま
で
、
年
が
悪
く
て
、
稲
虫
が
つ
い
た
と
か
、
悪
疫
が
流
行
し
た
と

か
す
る
と
、
盆
に
、
二
度
目
の
正
月
を
し
て
ゐ
る
。
暑
い
の
に
、
門
松
を
立
て

ゝ
、
お
め
で
た
う
を
交
し
て
ゐ
る
。
す
る
と
、
気
持
ち
が
よ
く
な
る
と
共
に
、

総
て
が
新
し
く
な
る
、
と
考
へ
て
ゐ
た
。

正
月
に
つ
い
て
考
へ
て
見
て
も
、
正
月
の
中
に
、
正
月
を
重
ね
て
ゐ
る
。
元
日

に
続
い
て
、
七
日
正
月
を
迎
へ
、
更
に
十
五
日
を
、
小
正
月
と
言
う
て
ゐ
る
。

古
来
の
暦
法
と
、
其
後
に
這
入
つ
て
来
た
暦
と
の
矛
盾
が
、
其
処
に
現
れ
た
為

で
あ
る
。
十
五
日
は
、
支
那
の
暦
法
で
も
上
元
の
日
で
、
重
く
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
印
象
が
、
人
の
頭
を
支
配
し
て
ゐ
た
。
古
い
時
代
の
暦
に
較
べ
て
、
新
し

い
暦
法
で
は
、
正
月
を
早
く
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
昔
の
正
月
と
し
て
、
上
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元
の
日
を
定
め
て
、
農
村
で
は
守
つ
て
ゐ
た
。

地
方
に
よ
る
と
、
立
春
の
日
を
正
月
と
考
へ
、
又
七
日
も
正
月
と
し
て
ゐ
る
。

信
州
の
南
の
方
で
は
、
正
月
元
日
か
ら
、
十
五
日
ま
で
の
間
に
、
正
月
を
四
五

回
繰
り
返
し
て
ゐ
る
。
従
つ
て
、
歳
暮
・
大
晦
日
・
節
分
等
も
、
度
々
や
つ
て

ゐ
る
。
此
考
へ
方
は
、
近
世
か
ら
起
つ
た
こ
と
で
は
な
く
、
大
昔
か
ら
あ
つ
た
。

暦
が
、
幾
度
に
も
渡
来
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
人
は
、
何
度
も
繰
り
返
さ

な
け
れ
ば
、
気
が
済
ま
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

初
春
に
は
、
常
世
国
か
ら
、
神
が
渡
つ
て
来
た
。
春
の
初
め
に
行
は
れ
る
春
田

う
ち
は
、
信
州
に
も
あ
る
が
、
此
時
は
、
爺
婆
の
姿
か
、
普
通
の
男
女
の
形
か

で
出
て
来
て
、
田
を
耕
し
、
畔
を
塗
り
、
苗
を
植
ゑ
る
形
を
し
て
、
雪
中
に
松

を
刺
し
て
、
稲
が
出
来
た
な
ど
言
う
て
喜
ぶ
。
一
年
中
の
事
を
、
と
り
越
し
て

や
つ
て
見
せ
る
と
、
土
地
の
魂
が
、
其
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
、

春
田
う
ち
に
や
つ
た
と
ほ
り
に
、
農
作
の
上
に
実
現
し
て
呉
れ
る
と
考
へ
た
。

初
春
に
、
一
度
す
れ
ば
よ
い
訣
で
あ
る
の
に
、
気
が
す
ま
な
い
の
で
、
田
植
ゑ

に
や
り
、
更
に
二
百
十
日
・
二
百
二
十
日
前
後
に
や
つ
て
ゐ
る
。
其
頃
に
な
る

と
、
神
嘗
祭
り
に
近
づ
い
て
来
る
。

天
皇
が
、
初
春
の
祝
詞
を
下
さ
れ
る
時
に
は
、
必
復
活
の
形
を
と
つ
て
、
高
御

座
に
の
ぼ
り
給
う
た
。
実
際
は
、
お
生
れ
に
な
つ
た
形
を
、
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

昔
の
考
へ
方
は
、
堂
々
め
ぐ
り
を
し
て
ゐ
て
、
一
つ
事
を
す
る
の
に
は
、
其
に

関
聯
し
た
、
い
ろ
ん
な
事
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
天
皇
初
春
の
復
活
に
際

し
て
も
、
皇
子
御
降
誕
の
時
の
形
式
を
と
つ
て
、
大
湯
坐









・
若
湯
坐









・
飯
嚼






・

乳
母





が
お
附
き
す
る
。
こ
の
大
湯
坐
は
、
主
と
し
て
、
皇
子
に
産
湯
を
つ
か
は

せ
る
役
目
を
す
る
も
の
、
若
湯
坐
も
同
様
で
あ
る
。
飯
嚼
は
、
食
物
を
嚼
ん
で
、

口
う
つ
し
に
呉
れ
る
者
、
乳
母
は
、
乳
を
の
ま
せ
る
者
で
あ
る
。
こ
の
形
を
繰

り
返
し
て
せ
な
け
れ
ば
、
完
全
な
式
で
は
な
い
。
そ
れ
を
後
世
か
ら
は
、
こ
の

形
式
を
、
或
天
皇
が
お
生
れ
に
な
つ
た
時
の
事
を
伝
へ
て
ゐ
る
の
だ
、
と
考
へ

て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
或
天
皇
に
限
つ
た
事
で
は
な
く
、
常
に
行
は
れ
て
ゐ
る
事

で
あ
つ
た
。
初
春
ば
か
り
で
な
く
、
祭
り
の
時
は
、
何
時
で
も
こ
の
形
式
を
執

つ
た
。

更
に
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
。
天
皇
が
高
所
に
登
つ
て
、
祝
詞
を
下
す
と
、
何

時
で
も
初
春
に
な
り
、
そ
の
登
ら
れ
た
台
が
、
高
天
原
に
な
つ
て
了
ふ
。
此
信

仰
が
、
日
本
神
道
の
根
本
を
な
し
て
ゐ
る
。
此
を
解
か
な
い
か
ら
、
神
道
の
説

明
は
、
何
時
で
も
粗
略
な
も
の
に
な
つ
て
ゐ
る
。
台
に
登
つ
て
、
も
の
を
言
は

れ
る
と
、
地
上
が
高
天
原
と
な
る
。
こ
の
時
、
天
皇
は
天
つ
神
と
な
る
。
大
和

及
び
、
伊
予
の
天
香
具
山









、
同
じ
く
大
和
の
天
高
市








、
近
江
の
や
す
川
な
ど
の

名
は
、
皆
天
に
あ
る
名
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
な
る
と
、
忘
れ
ら
れ
て
、

天
か
ら
落
ち
て
来
た
も
の
だ
、
と
考
へ
る
や
う
に
な
つ
た
。

奈
良
朝
の
も
の
ゝ
断
篇
だ
、
と
言
は
れ
て
ゐ
る
、
伊
予
風
土
記
の
逸
文
に
、
天

香
具
山
は
、
伊
予
に
も
あ
る
と
記
し
て
、
天
上
の
も
の
が
二
分
し
て
、
大
和
と

伊
予
と
に
落
ち
て
来
た
、
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
此
は
、
後
代
の
説
明
で
あ
る
。

宮
廷
の
祭
り
の
時
に
、
天
上
と
地
上
と
を
同
じ
も
の
と
感
じ
、
天
上
の
香
具
山

と
見
做
さ
れ
た
処
が
、
大
和
・
伊
予
に
あ
る
香
具
山
で
あ
る
。
天
の
何
々
と
呼

ば
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
天
上
と
地
上
と
を
同
じ
も
の
と
見
た
時
に
、
移
し
呼

ば
れ
た
、
天
上
の
名
前
で
あ
る
。

天
子
は
常
に
、
祭
り
を
な
さ
つ
て
ゐ
る
為
に
、
神
か
人
か
、
訣
ら
な
く
な
つ
て

ゐ
る
位
、
天
上
の
分
子
の
多
い
お
方
で
あ
る
。
後
世
　
　
と
言
う
て
も
、
奈
良

朝
頃
　
　
は
常
識
的
に
、
現
神
と
言
う
て
ゐ
る
が
、
古
代
に
あ
つ
て
は
、
神
で

あ
り
、
神
の
続
き
と
見
て
ゐ
る
。

此
処
で
、
天
子
の
意
味
を
考
へ
て
見
た
い
。
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天
皇
は
、
天
つ
神
の
御
言
を
、
此
土
地
に
も
つ
て
来
ら
れ
た
お
方
で
あ
る
。
昔

は
、
言
葉
に
よ
つ
て
、
物
事
が
変
化
す
る
、
と
言
ふ
言
霊






の
信
仰
を
も
つ
て
ゐ

た
。
言
霊
は
単
語
、
又
は
一
音
に
あ
る
や
う
に
、
古
く
神
道
家
は
解
い
て
ゐ
た

が
、
文
章
或
は
、
そ
の
固
定
し
た
句
に
於
て
、
は
じ
め
て
あ
る
事
実
で
あ
る
。

文
章
に
、
霊
妙
不
可
思
議
な
力
が
あ
る
、
と
言
ふ
意
味
か
ら
し
て
、
其
が
作
用

す
る
と
考
へ
、
更
に
、
神
の
言
葉
に
力
が
あ
る
と
し
、
今
度
は
語
の
中
に
威
力

が
内
在
し
て
ゐ
る
、
と
考
へ
た
。
其
を
言
霊
と
言
ひ
、
其
威
力
の
発
揚
す
る
こ

と
を
、
言
霊
の
さ
き
は
ふ
（
又
は
、
さ
ち
は
ふ
）
と
言
う
た
。

天
皇
は
、
天
上
の
神
の
御

言

詔

を
伝
達
し
て
、
其
土
地
の
人
、
及
び
、
魂
に
命

令
せ
ら
れ
る
。
其
間
は
、
天
神
と
同
じ
に
な
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

上
使
が
「
上
意
な
れ
ば
座
に
直
る
」
な
ど
ゝ
言
ふ
の
も
、
此
と
同
じ
こ
と
で
あ

る
。
天
皇
に
は
、
神
聖
な
瞬
間
が
続
い
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
神
で
あ
る
が
、
元

は
、
御

言

詔

持

ち
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
天
神
の
御
言
詔
ど
ほ
り
、
其
土
地
に
実

現
な
さ
る
の
で
あ
る
。

其
が
後
に
は
、
天
皇
の
為
に
、
更
に
御

言

詔

伝

達

を
考
へ
て
来
た
。
か
う
し
て
、

実
権
は
次
第
に
、
低
い
位
の
者
の
手
に
下
つ
て
行
き
、
武
家
時
代
に
は
所
謂
、

下
剋
上
　
　
易
経
の
語
を
借
り
て
　
　
と
言
ふ
事
が
、
現
れ
て
来
る
。
此
は
、

上
位
の
人
と
、
下
の
者
と
が
、
同
格
に
な
る
時
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

天
皇
は
、
天
つ
神
と
は
、
別
な
お
方
で
あ
る
が
、
同
格
に
な
ら
れ
る
事
が
あ
る

の
で
、
我
々
の
信
仰
で
は
、
天
皇
と
、
天
つ
神
と
を
分
つ
こ
と
が
、
出
来
な
く

な
つ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
天
皇
と
神
と
の
間
に
、
仲
だ
ち
と
い
ふ
も
の
を
考

へ
て
来
た
。
信
仰
上
の
儀
礼
で
、
介
添
へ
の
女
が
ゐ
る
。
天
皇
は
、
瞬
間
々
々

に
神
と
な
ら
れ
る
が
、
其
よ
り
更
に
、
神
の
近
く
に
生
活
し
、
直
接
に
、
神
の

意
志
を
聴
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
┌a'

　
　
　
　
　
　
　
ａ
┤
→

　
　
　
　
　
　
　
　
└
ｂ

ａ
は
天
つ
神
。a'

は
其
御
言
詔
持
ち
な
る
地
上
の
神
。
ｂ
は
介
添
へ
の
女
性
。

a'

に
仕
へ
ね
ば
な
ら
な
い
尊
貴
族
、
最
高
位
に
い
ら
つ
し
や
る
方
に
当
る
ｂ
と

言
ふ
も
の
は
、
信
仰
的
に
は
ａ
の
妻
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
、a'

の
妻
の
形

を
と
る
。
祭
り
の
時
も
、
此
形
式
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

宮
廷
で
、
神
を
祭
る
の
は
天
皇
で
、
神
来
臨
は
、
信
仰
の
上
の
こ
と
で
あ
つ
て
、

神
主
が
即
、
神
で
あ
つ
た
。
今
の
神
主
は
、
昔
の
斎

主







に
当
る
も
の
で
あ
る
。

神
其
も
の
が
神
主
で
、
神
職
は
斎
主
の
地
位
に
下
つ
た
の
で
あ
る
。
神
祭
り
の

時
に
は
、
主
上
は
神
主
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
れ
び
と
で
あ
つ
て
、
非
常
に
神

秘
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
結
局
、
自
問
自
答
の
形
式
も
、
お
在
り
に
な
る
こ

と
ゝ
察
せ
ら
れ
る
。
今
日
の
我
々
の
、
窺
ふ
こ
と
の
出
来
な
い
、
不
思
議
な
こ

と
で
あ
る
が
、
此
が
当
然
の
事
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
只
今
か
ら
考
へ
る
と
、

矛
盾
が
沢
山
あ
る
が
、
古
代
生
活
の
感
情
の
上
の
論
理
で
は
、
差
し
支
へ
が
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。
比
論
法
の
誤
り
に
陥
つ
て
ゐ
る
が
、
此
が
日
本
の
、
根
本

の
論
理
で
あ
る
。

天
竺
の
因

明







が
、
日
本
に
渡
り
、
又
支
那
か
ら
、
新
し
い
衣
を
著
た
因
明
が
、

輸
入
せ
ら
れ
て
、
支
那
風
と
、
仏
教
其
ま
ゝ
の
論
理
学
と
が
、
日
本
古
来
の
論

理
を
訂
正
し
て
来
た
が
、
其
処
に
、
矛
盾
を
生
じ
て
来
た
。
暦
法
の
上
で
も
、

新
・
旧
・
一
月
お
く
れ
の
三
通
り
の
暦
を
、
平
気
で
用
ゐ
て
、
矛
盾
し
た
こ
と

を
し
て
ゐ
る
。
最
後
に
這
入
つ
て
来
た
の
が
、
西
洋
の
論
理
学
　
　
此
と
て
も
、

天
竺
の
因
明
が
、
希
臘
に
這
入
つ
て
、
変
化
し
た
も
の
に
違
ひ
な
い
が
　
　
で

あ
つ
た
。

こ
の
因
明
的
の
考
へ
方
で
言
ふ
と
、
日
本
古
代
の
論
理
は
、
感
情
の
論
理
で
あ

る
。
外
国
の
論
理
学
が
這
入
つ
て
来
な
か
つ
た
ら
、
別
の
論
理
学
が
、
成
立
し
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て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。
前
述
の
こ
と
も
、
現
代
の
環
境
・
論
理
で
考
へ
る
か

ら
、
不
思
議
な
の
で
あ
る
。
此
は
、
大
切
な
問
題
だ
と
お
も
ふ
。

日
本
の
信
仰
に
は
、
女
神
の
信
仰
が
あ
る
が
、
私
の
考
へ
で
は
、
女
神
は
皆
、

も
と
は
巫
女
で
あ
つ
た
。
此
処
に
、
永
久
に
論
断
を
下
す
こ
と
の
出
来
な
い
仮

説
を
申
し
て
み
る
と
、
天
照
大
神
も
最
高
至
尊
の
地
位
に
あ
ら
せ
ら
れ
た
、
女

神
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
へ
の
道
筋
を
述
べ
て
見
よ
う
。

記
・
紀
を
見
る
と
、
天
照
大
神
の
蔭
に
か
く
れ
て
ゐ
る
神
が
あ
る
。
た
か
み
む

す
び
の
神
（
た
か
ぎ
の
神
と
も
）
と
言
ふ
神
で
あ
る
。
何
の
為
に
、
此
神
が
必

要
な
の
で
あ
ら
う
か
。
日
本
の
古
い
神
道
で
、
此
事
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
が
あ
る
。
此
神
が
何
時
も
、
天
照
大
神
の
相
談
相
手
に
な
つ
て
ゐ
ら
れ

る
。
天
照
大
神
は
、
日
の
神
で
は
な
く
、
お
ほ
ひ
る
め
む
ち
の
神
で
あ
つ
た
。

此
神
に
は
、
お
ほ
ひ
る
め
の
神
・
わ
か
ひ
る
め
の
神
と
二
種
あ
つ
て
、
前
者
は

御
一
方
、
後
者
は
沢
山
あ
つ
た
。
す
さ
の
を
の
命
が
、
斑
馬
の
皮
を
斎
服
殿








に

投
げ
込
ま
れ
た
時
に
、
気
絶
し
た
の
は
、
わ
か
ひ
る
め
の
神
で
あ
つ
た
（
日
本

紀
一
書
）
。

ひ
る
め
と
言
ふ
の
は
、
日
の
妻

即
、
日
の
神
の
妻

・
后
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。

ひ
る
め
の
る
は
、
の
で
あ
る
。
水
の
神
の
后
を
、
み
ぬ
め
又
は
、
み
る
め
と
言

ふ
の
と
同
じ
で
あ
る
。

出
雲
国
造
神
賀
詞







に
、

　
　
此

方







古
川
岸









生

立







若
水
沼
間








…
…

と
見
え
て
ゐ
る
。
神
賀
詞
自
身
「
若
水
沼
間
」
を
植
物
と
解
し
て
ゐ
る
。
日
本

紀
の
神
功
皇
后
の
巻
に
は
、
み
づ
は
と
あ
つ
て
、
み
づ
／
″
＼
し
い
草
葉
の
こ

と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
よ
く
討
ね
て
見
る
と
、
水
の
神
に
仕
へ
る
、
女
の
神
の

名
前
で
あ
つ
て
、
同
時
に
、
禊
ぎ
の
時
に
、
何
時
も
出
て
来
る
神
で
あ
つ
た
。

み
ぬ
め
又
は
み
る
め
で
、
水
の
妻
即
、
水
の
神
の
后
で
あ
る
。
即
ひ
る
め
は
、

疑
ひ
も
な
く
、
日
の
神
の
后
の
意
で
あ
ら
う
。

其
が
次
第
に
、
信
仰
が
変
つ
て
来
る
と
、
日
の
神
に
仕
へ
て
ゐ
る
最
尊
貴
な
、

神
聖
な
神
の
后
を
、
神
と
考
へ
る
様
に
な
つ
た
。
私
の
考
へ
で
は
、
天
照
大
神

も
、
か
う
し
た
意
味
の
神
で
あ
る
。
此
点
で
、
社
々
に
あ
る
姫
神
と
、
同
じ
に

考
へ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と
思
ふ
。
神
典
を
見
て
も
、
大
神
は
始
終
、
た
か
み

む
す
び
の
神
に
御
相
談
な
さ
つ
て
い
ら
せ
ら
れ
る
。
此
た
か
ぎ
の
神
が
、
日
の

神
か
ど
う
か
は
、
此
処
で
は
触
れ
な
い
で
お
く
。

　
　
　
　
　
八
　
語
原
論
の
改
革

今
の
一
例
で
も
訣
る
や
う
に
、
記
・
紀
・
万
葉
そ
の
他
の
語
の
研
究
は
、
ま
う

一
度
、
根
本
か
ら
、
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
訣
つ
て
ゐ
る
、

と
思
う
て
ゐ
る
語
も
、
冷
や
か
に
考
へ
直
し
て
見
る
と
、
訣
ら
な
い
で
、
通
つ

て
ゐ
る
こ
と
が
多
い
。
此
は
、
語
原
的
の
説
明
が
、
あ
や
ふ
や
だ
か
ら
で
あ
る
。

学
者
が
か
う
だ
、
と
説
明
す
る
以
前
に
、
学
者
が
疑
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
程
、

昔
か
ら
確
か
に
、
信
ぜ
ら
れ
て
来
た
伝
へ
が
あ
る
。
こ
ゝ
で
最
初
か
ら
、
語
原

論
を
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
。

今
日
ま
で
の
語
原
論
は
、
奈
良
朝
を
出
発
点
と
し
て
、
其
以
後
の
言
葉
で
調
べ

て
ゐ
る
が
、
日
本
の
言
葉
に
は
、
も
つ
と
古
い
歴
史
が
見
ら
れ
る
。
何
と
言
う

て
も
、
古
代
研
究
に
は
、
材
料
が
乏
し
い
。
諸
外
国
の
民
俗
と
比
較
し
、
日
本

の
書
物
に
残
つ
て
ゐ
る
、
古
語
・
死
語
の
解
剖
　
　
尤
、
此
に
は
危
険
が
伴
ふ

が
、
今
一
度
、
新
し
く
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
大
切
な
手
段
で
あ
る
　
　
を
し

て
見
な
く
て
は
、
日
本
の
語
原
論
は
、
奈
良
朝
ま
で
行
け
ば
、
先
は
闇
で
あ
る
。

現
在
正
し
い
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
語
原
説
も
、
学
問
の
進
歩
に
よ
つ
て
、
変
つ

て
、
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
譬
へ
ば
「
津
」
と
言
ふ
語
は
、
一
般
に
渡
り
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場
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
古
く
は
、
津
と
言
は
ず
に
、
御

津

と
書
い
て
ゐ
る
。

此
は
ど
う
も
、
神
に
関
係
の
あ
る
語
ら
し
い
。
用
語
例
を
集
め
て
見
る
と
、
御

津
は
大
抵
、
貴
い
方
の
、
禊
ぎ
を
な
さ
る
場
所
を
斥
し
て
ゐ
る
。
「
津
」
に

「
御
」
と
言
ふ
敬
語
が
つ
い
た
、
と
考
へ
ら
れ
易
い
が
、
み
つ
は
、
神
聖
な
水

と
言
ふ
こ
と
、
つ
ま
り
み
つ
と
み
づ
と
は
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

大
昔
は
、
水
は
神
聖
な
、
常
世
国
か
ら
来
て
、
此
を
使
ふ
人
を
、
若
返
ら
せ
た

も
の
で
あ
つ
た
。
其
水
の
来
る
場
所
は
、
定
つ
て
ゐ
た
。
天
皇
の
禊
ぎ
を
な
さ

る
場
所
、
又
な
さ
つ
て
は
な
ら
な
い
場
所
と
い
ふ
も
の
が
、
定
つ
て
ゐ
た
。
神

聖
な
液
体
が
み
づ
で
あ
り
、
そ
の
或
時
期
に
来
る
場
所
を
み
つ
と
言
ふ
。
み
つ

は
大
抵
海
岸
で
、
御
津
と
書
か
れ
て
ゐ
る
。
後
に
、
其
意
味
が
訣
ら
な
く
な
る

と
、
言
葉
の
感
じ
が
変
つ
て
来
て
、
「
御
」
を
敬
語
と
考
へ
「
津

」
を
独
立
さ

せ
て
了
う
て
、
支
那
の
津



の
意
味
に
、
文
字
の
上
か
ら
聯
想
し
て
来
た
の
で
あ

る
。
昔
の
人
も
、
合
理
的
に
、
よ
い
加
減
に
考
へ
て
ゐ
た
。

合
理
と
は
、
ら﹅
し﹅
よ﹅
な﹅
り﹅
ず﹅
む﹅
は
敬
語
、
つ﹅
は
船
ど
ま
り
場
だ
、
と
言
う
て
ゐ

る
が
、
其
は
、
支
那
の
文
字
の
「
津



」
の
説
明
に
は
な
つ
て
も
、
日
本
の
つ﹅
の

説
明
に
は
な
ら
な
い
。

摂
津
国
を
つ
の
国
と
言
う
た
の
は
、
禊
ぎ
の
国
と
し
て
、
最
大
切
な
国
で
あ
つ

た
為
で
あ
る
。

仁
徳
天
皇
の
皇
后
い
は
の
ひ
め
の
命





は
、
嫉
妬
深
い
方
で
あ
る
が
、
或
時
御
綱






柏


を
採
り
に
、
紀
の
国
に
行
か
れ
た
間
に
、
天
皇
が
や
た
の
わ
き
い
ら
つ
め
を

宮
殿
に
入
れ
ら
れ
た
、
と
お
聴
き
に
な
り
、
非
常
に
恨
み
怒
ら
れ
て
、
船
に
積

ん
で
ゐ
た
御
綱
柏
を
、
悉
く
海
に
投
げ
込
ま
れ
た
の
で
、
其
処
を
御
津
の
崎
と

言
ふ
、
と
い
ふ
話
が
あ
る
が
、
こ
の
御
綱
柏
と
言
ふ
の
は
、
禊
ぎ
に
使
ふ
柏
、

と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
い
は
の
ひ
め
は
、
他
氏
出
の
后
で
あ
る
。
こ
の
他
氏
出

の
后
と
い
ふ
の
は
、
天
皇
に
禊
ぎ
を
す
ゝ
め
る
方
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
九
　
伝
襲
的
学
説

こ
の
様
に
、
段
々
探
る
と
、
今
ま
で
の
語
原
論
・
伝
襲
的
学
説
は
、
次
第
に
破

ら
れ
て
ゆ
く
。
国
学
の
四
大
人
は
、
其
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
利
用
し
て
、

研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
時
代
に
は
、
又
、
我
々
の
時
代
と
し
て
の
知

識
に
よ
つ
て
、
研
究
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
輩
の
研
究
は
、
有
難

い
も
の
で
は
あ
る
が
、
我
々
は
其
を
越
え
て
、
伝
襲
的
学
説
を
、
改
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
論
と
言
ふ
も
の
は
、
さ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
正

確
か
、
不
正
確
か
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
〇
　
神
典
解
釈
上
の
古
今

神
典
の
解
釈
も
、
古
来
種
々
と
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
信
仰
と
い
ふ
も
の
は
、
現

実
に
推
移
し
て
行
く
。
故
に
神
典
の
解
釈
に
当
つ
て
は
、
古
典
と
し
て
固
定
し

た
も
の
を
、
理
会
し
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
、
理
会
の
為
方
が
あ
る
の
で
あ
る
。

其
方
法
及
び
助
力
が
、
時
代
に
よ
つ
て
異
つ
て
ゐ
る
。
古
く
か
ら
、
江
戸
時
代

に
至
る
迄
は
、
日
本
紀
の
研
究
ば
か
り
で
、
古
事
記
は
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
。

日
本
紀
は
、
平
安
朝
の
初
め
か
ら
、
漢
学
者
に
よ
つ
て
研
究
せ
ら
れ
た
。
日
本

紀
講
筵
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
其
中
に
、
理
会
の
為
方
に
違
つ
た
要
素
が
、
這
入

つ
て
来
て
ゐ
る
。
即
、
安
倍
晴
明
に
よ
つ
て
知
ら
れ
た
陰

陽







道
を
、
補
助
学

科
と
し
て
ゐ
る
。
陰
陽
道
に
は
、
漢
学
風
の
も
の
と
、
仏
教
風
の
も
の
と
が
あ

る
。
其
為
に
、
日
本
紀
の
解
釈
も
、
僧
の
畑
に
這
入
つ
て
行
は
れ
、
仏
教
式
の

色
彩
が
濃
く
な
る
。
神
仏
習
合
と
言
ふ
事
は
、
仏
教
派
が
、
日
本
紀
を
中
心
と

し
て
や
つ
た
事
で
あ
る
。
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其
が
次
第
に
進
ん
で
来
る
間
に
も
、
や
は
り
、
古
代
の
精
神
は
亡
び
な
い
で
、

時
々
、
そ
の
閃
め
き
を
見
せ
て
ゐ
る
。
此
が
、
江
戸
時
代
の
新
し
い
学
者
を
刺

戟
し
て
、
新
し
い
神
道
を
築
か
せ
た
所
以
で
も
あ
る
。
其
組
織
の
基
礎
に
は
、

陰
陽
道
・
儒
学
・
仏
教
等
の
知
識
が
這
入
つ
て
ゐ
る
。
純
粋
の
日
本
の
神
道
だ

と
考
へ
て
ゐ
る
中
に
も
、
存
外
、
か
う
し
た
輸
入
の
知
識
が
、
這
入
つ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
又
、
古
代
の
よ
い
点
の
み
を
採
つ
て
、
神
道
だ
と
し
て
ゐ
る
が
、

か
ゝ
る
常
識
を
排
し
て
、
善
悪
に
拘
ら
ず
、
日
本
の
事
で
あ
る
以
上
、
考
へ
て

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
、
長
所
短
所
を
認
め
、
総
決
算
を
し
た
上
で
、
優

れ
た
日
本
精
神
が
出
て
来
れ
ば
、
よ
い
の
で
あ
る
。

神
道
の
研
究
は
、
昔
に
立
ち
戻
つ
て
、
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
信
仰
と
し
て
は
、

全
然
別
問
題
で
あ
る
が
、
学
問
と
し
て
は
、
筧
博
士
の
「
神
な
が
ら
の
道
」
に

説
か
れ
た
と
こ
ろ
を
以
て
、
日
本
の
古
代
精
神
で
あ
る
と
考
へ
て
は
、
誤
り
で

あ
る
と
思
ふ
。
世
間
で
は
、
あ
ま
り
に
、
今
日
に
都
合
よ
い
や
う
に
、
神
道
を

変
へ
過
ぎ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
一
一
　
神
道
と
仏
法
と

神
道
と
言
ふ
語
自
身
、
神
道
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
孝
徳
天
皇
紀
の
「
仏

法
を
重
ん
じ
て
、
神
道
を
軽
ん
ず
…
…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
て
ゐ
る
。
尤
、

こ
ゝ
の
神
道
の
語
は
、
今
日
の
意
味
と
は
違
つ
て
、
在
来
の
土
地
の
神
の
信
仰

を
斥
し
て
ゐ
る
。
仏
教
の
所
謂
「
法
」
は
、
絶
対
の
哲
理
で
あ
り
、
「
道
」
は

異
端
の
教
へ
で
あ
る
。
日
本
に
仏
教
が
這
入
つ
て
後
、
仏
教
を
以
て
本
体
と
考

へ
、
日
本
在
来
の
神
の
道
を
異
端
、
又
は
、
天
部





の
道
或
は
、
仏
教
の
一
分
派

の
や
う
に
感
じ
た
。

陰
陽
道
・
仏
教
が
栄
え
る
や
う
に
な
つ
て
、
神
道
は
、
仏
教
か
ら
離
れ
て
来
た
。

而
も
尚
、
仏
教
家
が
、
仏
教
を
説
く
方
便
と
し
て
、
何
処
の
神
は
、
何
仏
の
一

分
派
で
あ
る
と
か
、
仏
法
を
擁
護
す
る
為
に
、
此
土
地
に
ゐ
た
精
霊
で
あ
る
と

か
、
言
う
て
ゐ
る
。
此
考
へ
を
示
し
て
ゐ
る
の
が
、
安

居

院

神
道
集
で
あ
る
。

神
道
の
語
は
、
実
は
神
道
に
と
つ
て
、
不
詮
索
な
語
で
あ
つ
た
。
命
名
当
時
に

溯
つ
て
見
れ
ば
、
迷
惑
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
神
な
が
ら
の
道
な
ど
ゝ
言
ふ

方
が
、
ま
だ
よ
い
。
併
し
、
語
は
同
じ
で
も
、
意
味
は
、
時
代
に
よ
つ
て
変
化

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
神
道
」
と
言
ふ
語
の
出
所
も
、
意
味
も
忘
れ
ら
れ

て
ゐ
る
。
故
に
、
神
道
と
言
う
て
ゐ
て
、
何
等
さ
し
支
へ
な
い
訣
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
二
　
神
道
と
民
俗
学
と

今
後
の
神
道
は
、
如
何
に
し
て
行
け
ば
よ
い
か
。
今
ま
で
は
、
民
間
の
神
道
を

軽
ん
じ
て
、
俗
神
道
と
称
し
て
省
み
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
学
者

が
驕
つ
て
、
俗
神
道
は
、
陰
陽
道
・
仏
教
等
の
影
響
を
受
け
過
ぎ
て
ゐ
る
。
自

分
等
の
考
へ
て
ゐ
る
の
が
、
古
代
の
神
道
で
あ
る
、
と
自
惚
れ
た
結
果
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼
等
の
考
へ
の
基
礎
は
、
漢
学
や
仏
教
で
あ
つ
て
、
却
て
俗
神
道

の
中
に
、
昔
か
ら
亡
び
ず
に
伝
つ
て
ゐ
る
、
純
粋
な
古
代
精
神
が
、
閃
め
い
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

其
純
粋
な
古
代
精
神
を
見
出
す
の
が
、
民
俗
学
で
あ
る
。
今
ま
で
述
べ
て
来
た

中
に
、
若
し
多
少
で
も
、
先
輩
の
説
よ
り
も
、
正
し
い
も
の
が
あ
つ
た
と
す
れ

ば
、
其
は
民
俗
学
の
賜
で
あ
る
。
俗
神
道
中
か
ら
、
も
つ
と
古
い
神
道
を
、
民

俗
学
に
よ
つ
て
、
照
し
出
し
た
お
蔭
で
あ
る
。
か
う
し
て
行
け
ば
、
新
し
い
組

織
が
出
来
、
而
も
そ
れ
は
、
従
来
の
神
道
を
破
る
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
。
今

の
神
道
は
、
余
り
に
急
拵
へ
に
過
ぎ
る
。
江
戸
時
代
に
、
急
に
組
織
し
た
も
の

を
、
明
治
政
府
が
、
方
便
的
に
利
用
し
た
も
の
で
、
半
熟
で
あ
る
。
今
の
中
に
、

22古代人の思考の基礎



ま
う
一
度
、
訂
正
す
る
こ
と
な
し
に
、
捨
て
ゝ
置
い
た
な
ら
ば
、
古
代
精
神
を

閃
め
か
し
て
ゐ
る
、
国
中
の
古
い
民
俗
が
、
次
第
に
亡
び
て
行
つ
て
了
ふ
に
違

ひ
な
い
。
幸
に
日
本
は
、
他
の
国
に
較
べ
て
、
確
か
に
、
非
常
に
古
い
精
神
を

遺
し
て
ゐ
る
。
物
忘
れ
を
し
な
い
の
か
、
頑
固
な
の
か
、
古
い
生
活
を
、
近
代

風
に
飜
訳
し
な
が
ら
、
元
の
形
を
遺
し
て
ゐ
る
。
陰
陽
道
に
も
、
仏
教
・
儒
教

に
も
妥
協
し
な
が
ら
、
新
し
い
形
の
中
に
、
古
い
も
の
を
遺
し
て
ゐ
る
。

譬
へ
ば
、
盆
の
精
霊
棚
は
、
仏
教
の
も
の
で
は
な
く
、
神
道
固
有
の
も
の
に
、

仏
教
を
多
少
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
又
七
夕
も
、
奈
良
朝
以
前
に
、
支
那

の
陰
陽
道
の
乞
巧
奠
の
信
仰
、
即
、
星
ま
つ
り
の
形
式
の
這
入
つ
た
も
の
だ
、

と
思
は
れ
て
ゐ
る
が
、
ほ
ん
と
う
は
、
日
本
固
有
の
も
の
で
あ
る
。
其
が
、
後

に
迄
伝
つ
た
の
は
、
陰
陽
道
の
星
ま
つ
り
の
形
式
と
、
合
体
し
た
為
で
あ
る
。

表
面
だ
け
を
見
て
、
俗
神
道
だ
、
仏
教
的
だ
、
な
ど
言
う
て
ゐ
て
は
な
ら
な
い
。

神
道
家
の
中
に
は
、
陰
陽
師
・
法
印
・
山
伏
し
な
ど
で
、
明
治
に
這
入
つ
て
、

神
官
と
な
つ
た
も
の
が
あ
る
。
三
四
十
年
の
間
に
、
神
道
の
形
が
出
来
た
の
で

あ
つ
て
、
其
処
に
は
、
陰
陽
道
・
仏
教
・
儒
教
等
へ
の
変
な
妥
協
や
、
欠
陥
が

あ
る
に
違
ひ
な
い
。
其
を
指
摘
し
、
更
に
今
ま
で
の
法
印
や
、
陰
陽
師
等
の
や

つ
て
ゐ
た
事
の
中
に
も
、
神
道
の
古
代
精
神
を
、
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

此
は
神
道
そ
の
も
の
ゝ
為
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
の
生
活
に
、
ま
う
一
度
、

新
し
い
興
奮
を
持
ち
来
す
為
で
も
あ
る
。

今
の
世
が
よ
く
な
い
、
と
は
思
は
な
い
が
、
糜
爛
し
切
つ
て
ゐ
る
事
は
、
事
実

で
あ
る
。
其
に
は
、
文
芸
復
興
に
よ
つ
て
、
清
新
な
気
持
ち
を
吹
き
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
十
年
前
に
、
万
葉
熱
の
起
つ
た
の
は
、
そ
の
先
触
れ
と
見
る

事
が
出
来
る
。
今
は
、
万
葉
ぶ
り
を
標
榜
し
な
が
ら
、
新
し
い
精
神
の
な
い
時

代
に
這
入
つ
て
ゐ
る
。
此
処
に
、
お
ぞ
ん
が
必
要
と
な
る
。
海
の
彼
方
、
常
世

国
か
ら
、
遠
く
高
天
原
か
ら
、
青
い
〳
〵
空
気
を
、
吸
ひ
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
　
　
一
三
　
国
民
性
の
基
礎

明
治
以
後
、
安
直
な
学
問
が
栄
え
た
が
、
も
つ
と
本
式
に
腰
を
据
ゑ
て
、
根
本

的
に
、
古
代
精
神
の
起
つ
て
来
る
と
こ
ろ
を
研
究
し
て
、
古
代
の
論
理
を
尋
ね

て
来
る
必
要
が
あ
る
。
其
が
、
日
本
の
国
民
性
の
起
り
で
あ
る
。
芳
賀
先
生
の

「
国
民
性
十
論
」
以
来
、
日
本
の
国
民
性
と
言
へ
ば
、
よ
い
処
ば
か
り
を
並
べ

て
ゐ
る
が
、
事
実
は
よ
い
事
の
み
で
は
な
い
。
も
つ
と
根
本
に
溯
つ
て
、
国
民

性
の
起
つ
て
来
る
、
周
囲
の
法
則
・
民
族
性
の
論
理
、
即
、
古
代
論
理
の
立
て

方
を
、
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
処
か
ら
、
国
民
性
も
起
つ
て
来
る
の
で

あ
る
。
何
の
為
に
、
忠
君
愛
国
の
精
神
が
あ
り
な
が
ら
、
下
剋
上
の
考
へ
が
起

つ
て
来
た
の
で
あ
ら
う
か
。
ど
う
し
て
も
、
古
代
論
理
に
ま
で
溯
つ
て
、
考
へ

て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
う
言
つ
た
種
々
の
問
題
は
、
ま
う
一

度
、
ほ
ん
と
う
に
情
熱
を
も
つ
て
、
祖
先
の
生
活
を
考
へ
、
以
て
古
代
論
理
を

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　3

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年4

月10

日
初
版
発
行

初
出
：
「
民
俗
学
　
第
一
巻
五
・
六
号
、
第
二
巻
第
二
号
」

　
　
　1929

（
昭
和4
）
年11

、12

月
、1930

（
昭
和5

）
年2

月

※
「
昭
和
四
年
八
月
三
十
・
三
十
一
日
、
信
濃
人
会
講
演
筆
記
」
の
記
載
が
底

本
題
名
下
に
あ
り
。

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
昭
和
四
年
八
月
三
十
・
三
十
一
日
、

信
濃
人
会
講
演
筆
記
。
昭
和
四
年
十
一
・
十
二
月
、
五
年
二
月
「
民
俗
学
」
第

一
巻
五
・
六
号
、
第
二
巻
第
二
号
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
、
末
尾
注

記
に
移
し
ま
し
た
。

※
底
本
で
は
「
訓
点
送
り
仮
名
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
文
字
の
う
ち
「
ノ
」

「
ツ
」
「
能
」
「
爾
」
は
本
文
中
に
小
書
き
右
寄
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
多
羅
尾
伴
内

2006

年4

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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